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第１回 高度ＩＴ社会の工業高校に関する有識者会議  

 

日 時 ：令和元年１２月２５日（水）午後２時～    

   場 所 ：東京都庁第二本庁舎３１階 特別会議室２１ 

 

●坂本課長 

 皆様、それでは定刻となりましたので、これより高度ＩＴ社会の工業高校に関する有識者会議

を開会いたします。 

 本日は、御多忙にもかかわらず、御出席を賜りまして、誠にありがとうございます。私は事務

局を務めさせていただきます、東京都教育庁都立学校教育部都立高校改革推進担当課長の坂本と

申します。議事に入りますまで、しばらくの間、進行役を務めさせていただきます。何とぞよろ

しくお願い申し上げます。以後、着座にて失礼いたします。 

 初めに、お手元の資料の確認をさせていただきます。本日の会議は公開です。資料については

ペーパーレスで行います。 

 お手元には、議事次第と座席表、資料１、高度ＩＴ社会の工業高校に関する有識者会議設置要

綱、資料２、委員名簿、資料３、有識者会議の開催スケジュールをお配りしてございます。その

他の資料につきましては、卓上のタブレット端末で御覧いただくことになりますので、よろしく

お願いいたします。 

 それでは初めに、教育長から一言御挨拶をさせていただきます。教育長、よろしくお願いいた

します。 

●藤田教育長 

 皆様こんにちは。東京都教育委員会教育長の藤田でございます。 

 皆様方におかれましては、御多用のところ、高度ＩＴ社会の工業高校に関する有識者会議の委

員をお引き受けいただきまして、心より感謝を申し上げる次第でございます。また、年末のお忙

しい時期に御出席を賜っておりますこと、誠にありがとうございます。 

 当有識者会議に大学関係者、企業関係者、そして研究機関、経済団体、ＰＴＡ関係者など、

様々な御専門、お立場の方々にお集まりいただくことができ、大変ありがたく感じているところ

でございます。 

 工業高校はこれまで、多くのものづくり人材を育成、輩出し、東京の産業の発展を支える重要

な役割を果たしてまいりました。一方で、経済のグローバル化、ＡＩやＩｏＴといった情報技術
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等の進歩に伴う産業構造の変化など、現在、東京の産業を取り巻く環境が大きな変化を見せてい

るところでございます。これに伴いまして、職業人に求められる技術や技能も高度化、多様化し

てきておりまして、工業高校においては、これらに対応できる人材の育成が求められているとこ

ろでございます。 

 東京都教育委員会におきましては、昨年度、都立高校改革推進計画・新実施計画（第二次）を

策定いたしまして、社会状況や産業構造の変化等を踏まえ、将来の工業高校のあり方について、

検討を進めることといたしました。 

 委員の皆様におかれましては、これからの社会で求められる人材像や能力、そして工業高校の

魅力向上など、これからの工業高校のあり方につきまして、それぞれの御専門や、それぞれのお

立場から、御知見を賜りたいと考えております。各委員の皆様方からいただきました知見をもと

に、今後の工業高校の施策を組み立てていき、新しい時代を見据えた工業高校について、私ども

としてしっかりと検討してまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 簡単ではございますが、冒頭の挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

●坂本課長 

 続きまして、有識者会議の委員の皆様を御紹介差し上げたいと思います。 

 お手元の資料２、委員名簿を御覧いただけますでしょうか。 

 早稲田大学名誉教授、鵜飼信一様でございます。 

 千葉商科大学教授、永井克昇様でございます。 

 東京都商工会連合会事務局長、清水晋様でございます。 

 東京都立産業技術研究センター理事長、奥村次德様でございます。 

 ダイヤ精機株式会社代表取締役、諏訪貴子様でございます。 

 株式会社浜野製作所代表取締役、浜野慶一様でございます。 

 株式会社マテリアル代表取締役、細貝淳一様でございます。 

 株式会社泉屋東京店取締役総務部長、泉亜紀子様でございます。 

 東京都公立中学校ＰＴＡ協議会会長、井門明洋様でございます。 

 東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会理事、岡本剛様でございます。 

 なお、東京商工会議所事務局長の小林治彦様、及び東京都中学校長会会長の酒井泰様につきま

しては、所用により途中から参加されるとの御連絡をいただいております。 

 本日は委員の皆様の他に、プレゼンターの方にも御参加いただいておりますので、御紹介させ

ていただきます。 
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 有限会社ロッキングホース代表取締役、森部好樹様でございます。 

 株式会社システムシェアード専務取締役、室井明様でございます。 

 みずほ情報総研株式会社経営・ＩＴコンサルティング部シニアコンサルタント、桂本真由様で

ございます。 

 ありがとうございました。 

 それでは続きまして、本有識者会議の座長を選任したいと存じます。 

 座長の選任は、お配りしてございます資料１、設置要綱の第３の２で、会議に座長を置き、委

員の互選により選任するとされております。どなたか、座長の御推薦をお願いいたします。 

 永井委員、お願いいたします。 

●永井委員 

 私から、早稲田大学の鵜飼名誉教授を推薦させていただきます。 

 鵜飼委員は、御承知のように大学で中小企業論の研究を長年にわたって行っており、すぐれた

業績をお持ちでございます。また、全国工業高等学校校長協会は全国の工業高校等の高校生に

ジュニアマイスターの称号を授与していますが、その事業に長く携わっていると伺っております。 

 以上の理由で、早稲田大学の鵜飼名誉教授が座長として適任ということで、私から推薦させて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

●坂本課長 

 ありがとうございます。 

 ただいま永井委員から、鵜飼委員を座長にとの御推薦がございました。委員の皆様、いかがで

ございましょうか。 

（拍手） 

●坂本課長 

 ありがとうございます。それでは、鵜飼委員に座長をお願いしたいと存じます。 

 これから後の議事進行は、鵜飼座長にお願いしたいと思います。何とぞよろしくお願い申し上

げます。 

●鵜飼座長 

 早稲田大学の鵜飼です。 

 工業高校に関しましては、町工場、戦後の中小企業というか、ものづくりの中小企業について

長く研究してまいりまして、その関係で工業高校について、ある意味、中小企業にとっては人材

の供給源でもありますので、また工業高校を出て会社を興された方も沢山いらっしゃいます。そ
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うした関係で工業高校の校長会の事業をお手伝いをさせていただいています。 

 それ以外にも、もう最近はやっておりませんが、大分前に学生たちを連れて、文科系の大学生

が工業高校生にものづくりを教わる、という試みを５年ぐらい川崎でやっておりました。そうい

う意味では、工業高校の子供たちの状況は何となくわかっているような気がいたします。 

 また、もう２０年近く大学でウェイトリフティング部の部長をやっておりまして、もう今はや

めましたが、大学も推薦入学でインターハイで活躍した選手を色々とりますが、そのときに地方

の工業高校が実はそうしたスポーツ選手の供給源になっていまして、よく工業高校の生徒たちを

面接したりもいたしました。実際に早稲田で活躍してくれた子供たちも沢山おります。そういう

意味で工業高校というのは、あまり知られていませんが、幅広く様々な人材、多様な適性をもっ

た人材がいると思います。 

 そういう意味で、工業高校の子供たちが少しでも、日の当たるような状態をつくり出していけ

たらいいなと思っていますので、今日は、この会議よろしくお願いいたします。 

 それでは、お手元の次第に従って、本日の議題に入りたいと思います。 

 まずは事務局より、有識者会議の開催スケジュール及び工業高校の現状と課題について、御説

明をお願いします。 

●坂本課長 

 それでは、資料３、有識者会議の開催スケジュールについて、御説明を差し上げたいと思いま

す。 

 本会議につきましては、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０への対応など、これからの社会で活躍できる人

材の育成に向けて、工業高校に求められる新たな役割やその実現に向けた方策、そして工業高校

の将来像などについて検討することを目的として、設置させていただきました。 

 本日が第１回となりまして、第２回を来年２月上旬から中旬に、内容については、本日の議論

を踏まえまして、求められる人材を育成するために必要な教育について、御検討いただくことを

考えております。また、第３回は３月上旬から中旬の日程で、これまでの議論を踏まえた提言の

素案を事務局からお示しいたしまして、それについて御議論していただくことを予定しておりま

す。 

 続きまして、タブレットの資料４、工業高校の現状と課題について、御説明を差し上げたいと

思います。タブレットの資料４というところのクリックをお願いいたします。 

 ３ページを御覧ください。 

 都立高校は現在１８６校ございまして、全日制課程が１７３校、定時制課程が５５校、通信制
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課程が３校となっております。 

 ４ページを御覧ください。 

 こちらは都立高校を課程別、学科別に分類したものでございます。色をつけました工業科、科

学技術科が、当会議の対象となります工業高校でございます。 

 ５ページを御覧ください。 

 全日制課程の学校数と生徒数でございます。工業科と科学技術科は学校数として１８校、全体

に占める割合は１０．４％でございます。また、生徒数は合計８,７３６人であり、全体に占め

る割合は７．１％でございます。 

 ６ページを御覧ください。 

 定時制課程の学校数と生徒数でございます。学校数として１０校、全体に占める割合は１８．

２％、生徒数は７１９人で、全体に占める割合は６．６％でございます。 

 ７ページを御覧ください。 

 全国の高校数の推移をあらわしています。普通科高校は５０年前から約７００校増加しており

ますが、工業科の高校は１３５校減少しております。 

 ８ページを御覧ください。 

 こちらは都立高校の普通科と工業科の学校数の推移をあらわしています。普通科高校は全国と

同様、５０年前と比較しますと増加しております。一方、工業科については９校減少しておりま

す。これは後ほど御説明いたします、平成９年度から平成２３年度にかけて都立高校改革を実施

し、工業高校を改編して、新たなタイプの学校を設置してきたことによります。 

 ９ページを御覧ください。 

 こちらは、全国の生徒数の推移でございます。 

 １０ページを御覧ください。 

 都立高校の生徒数の推移でございます。全体に占める工業高校生の割合は、全国と同様、減少

傾向となっております。 

 １１ページを御覧ください。 

 工業高校の全日制課程を、機械系や電気系など、学科別に分類したものでございます。 

 次に、１２ページから１４ページまでは、工業科の中の各学科別の内容や特色を御紹介させて

いただいております。 

 まず１２ページでは、機械系、電気系、化学系でございます。 

 １３ページを御覧ください。 
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 こちらは、建設系、工芸系、総合系でございます。総合系では、１年次は工業や情報全般に関

わる基礎的な内容を学び、２年次から機械や電気、建築などの系列を選択して、それぞれの専門

科目を学ぶ学科となってございます。 

 １４ページを御覧ください。 

 デュアルシステム科と科学技術科でございます。デュアルシステムは、生徒が一定の期間、授

業の一部として企業で働く訓練を行うシステムでありまして、右の図のとおり、１年次で５日間

程度のインターンシップ、２年次からは１カ月間の長期就業訓練を実施しております。 

 １５ページを御覧ください。 

 工業高校の学科別の生徒数とその割合でございます。生徒数が多い順に、総合系、電気系、機

械系となっております。 

 １６ページを御覧ください。 

 工業高校の配置状況をお示ししております。 

 １７ページを御覧ください。 

 過去５年間の入学者選抜における第一次募集の応募倍率の推移のグラフでございます。工業高

校においては、平成３０年度、３１年度と、倍率が低下しております。 

 １８ページを御覧ください。 

 工業高校の学科別の応募倍率の推移でございます。科学技術科と工芸系は高いものの、それ以

外の学科は低下しておりまして、特に今年は１倍を割っております。中でも化学系の低迷が顕著

でございます。 

 １９ページを御覧ください。 

 卒業生の進路状況でございます。下段では、東京労働局が発表している高校新卒者の求人数、

求職者数、有効求人倍率をグラフにしております。求人倍率は平成２４年度以降、右肩上がりの

状況で、今年３月では８倍を大きく超えています。 

 ２０ページを御覧ください。 

 普通科と工業科の卒業生の進路状況を円グラフでお示ししております。工業科の卒業生の半数

以上は就職しており、普通科の卒業生の半数以上は大学や短大に進学しております。 

 ２１ページを御覧ください。 

 四年制大学に進学した生徒がどのような学部に進学したのかをあらわしております。普通科で

は社会科学系の学部に進学する生徒が多くなっておりますが、工業科では工学系の学部に進学す

る生徒が多くなっております。 
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 ２２ページを御覧ください。 

 こちらは、卒業生がどのような分野の専修学校等に入学したかをあらわしています。工業科で

は、工業系の専修学校等に入学した生徒が多くなっております。 

 ２３ページを御覧ください。 

 就職した生徒の産業別就職状況でございます。工業高校では、製造業と建設業に就職した生徒

が全体の約半数を占めております。 

 ２４ページを御覧ください。 

 こちらは、過去５年間の中途退学率の推移でございます。普通科と比較し、高い状況が続いて

おります。 

 ２５ページを御覧ください。 

 工業高校で使用している実習設備、機器の状況でございます。取得後の年数をグラフであらわ

しておりますが、保有している設備や機器の約３分の２が取得後２０年以上経過しておりまして、

中でも３０年以上経過した機器が約３分の１を占めておりまして、計画的な更新が課題となって

おります。 

 次に、２６ページと２７ページは、これまでの高校改革の中で再編した学校でございます。 

 工業高校を再編して新設した総合学科高校では、工業高校の伝統を引き継ぎ、選択科目等にお

いて、工業系の授業も行っております。 

 ２８ページは、公立中学校卒業予定者数の将来推計でございます。 

 東京都では、令和４年度入学生から１０年間で約１万２，０００人、生徒数が増加し、その後、

減少に転じる見込みとなっております。 

 ２９ページを御覧ください。 

 工業高校の課題として考えられるものの例を挙げております。 

 駆け足となりましたが、私からの資料説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

●鵜飼座長 

 ありがとうございました。 

 それでは次に、みずほ情報総研の桂本様より、アンケート調査結果の報告につきまして、御説

明をお願いいたします。桂本様、よろしくお願いします。 

●桂本氏 

 それでは今回、アンケート調査を実施いたしました私ども、みずほ情報総研より、資料５を使

いまして、アンケート調査結果について、御報告いたします。 
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 左上のホームボタンで戻っていただきまして、資料５を御覧ください。 

 資料５をおめくりいただきますと、２ページに目次がございます。 

 今回御報告させていただく事項は２種類、大きく分けてございます。目次の１と２がアンケー

ト調査結果になっておりまして、後半の３番、４番で今後の、本日の議論の御参考としまして、

東京都の産業の現状及び今後の社会の変化と求められる人材について、御紹介したいと思います。 

 おめくりいただきまして、次の３ページに今回のアンケート調査結果の概要がございます。 

 今回、都内公立中学校の約６０校及び都立の高等学校３８校に調査を実施させていただきまし

た。中学校は在校生及び保護者、教員、計数千名の方に御協力いただいております。都立高校に

つきましては在校生、保護者、その他教員、あと工業高校の卒業生の方に御協力いただきました。

高等学校につきましては、工業科の他、先ほども御紹介がございました商業科、農業科、産業科

等、あと普通科も含めまして、学科の違いが比較できるようなかたちで調査を行っております。

改めまして、調査に御協力いただきました御関係者の皆様には御礼申し上げたいと思います。 

 一番下の行にございますが、現在、企業向けの調査も実施しております。こちらは次回以降の

こちらの会議にて御報告申し上げる予定となっております。 

 早速、ページをおめくりいただきまして４ページから、高校向けの調査結果を御報告いたしま

す。 

 ５ページを御覧いただきますと、高校向け、在校生の調査結果といたしまして、高校を選んだ

理由を尋ねております。 

 少し文字が小さくて恐縮ですが、回答結果を御覧いただきますと、「自分の学力にあった学校

だと思ったから」「通学距離が近かったから」「学習内容が興味深かったから」、こういった理

由が上位に挙がっております。 

 右側にコメントがございますが、こちらの理由を学科別に見ますと非常に大きな違いが見られ

るという点が特徴になっております。 

 ６ページを御覧いただきますと、少しグラフがごちゃごちゃしておりまして恐縮ですが、右下

の凡例を御覧いただきますと、学科別に集計を行った結果となっております。一番濃い色のグラ

フが工業科の回答を示しておりまして、ｎ＝というのが回答者数になっております。 

 左側のグラフを御覧いただきますと、普通科第１位、第２位という文字がございますが、普通

科の方は「自分の学力にあった学校だと思ったから」または「通学距離が近かったから」という

ところが学校選択の大きな理由になっております。これに対しまして、赤字で記載がございます

が、工業科の生徒さんは「就職に有利だと思ったから」または「資格取得に有利であると思った
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から」という理由が第１位、第２位となっておりまして、普通科の生徒さんと比べますと、かな

り目的意識をはっきり持って学校を選んでいるという違いが明らかになっております。御参考ま

でに、右側の一番下に普通科の第３位の理由がございますが、「理由はなく、なんとなく選択し

た」という理由が第３位になっておりまして、少し意識の違いが明確に出ていると見ております。 

 次のページを御覧いただきますと、７ページ、こちらは入学したことに満足しているかどうか

を生徒さんに尋ねた結果となっております。 

 左側を御覧いただきますと、工業科の生徒さんは「満足している」に対して「大いにあてはま

る」「ややあてはまる」とお答えいただいた方が全体の４分の３になっておりまして、農業科に

続きまして第２位という結果になっております。特に「大いにあてはまる」というところが３１．

５％と、全ての学科の中で最も高くなっておりまして、かなり入ってから満足しておられる割合

が高くなっております。 

 右側のグラフは、国語や数学といった共通科目にはない専門教科、例えば工業科でありますと

工業に関する科目、こうした専門教科に満足しているかどうかを尋ねたものでございますが、こ

ちらも工業科は農業科に続いて第２位となっておりまして、全体の４分の３の生徒さんに「満足

している」と御回答いただいております。 

 次、８ページを御覧いただきますと、こちらは学生ではなく保護者の方に、「専門技術の教育

について満足していますか」と尋ねた結果になっておりますが、保護者の方の回答も大変評価が

高く、「とても満足している」「やや満足している」という回答が９割を占めるという結果に

なっております。「とても満足している」という回答が半分近くに達しておりまして、保護者の

満足度も比較的高いと言えるかと思います。 

 次の９ページを見ていただきますと、こちらは就職の面から満足度を尋ねた結果になっており

ます。 

 左側が在校生の回答結果になっておりますが、工業科の方は６割近くが満足していると回答し

ていただいております。また、「大いにあてはまる」という回答は全学科の中で最も高くなって

おります。 

 右側が保護者の方の回答結果となっておりますが、保護者の方の満足度も大変高く、７割近く

から満足していると御回答いただいております。「とても満足している」という回答が全学科の

中で最も高くなっております。 

 次の１０ページを御覧いただきますと、こちらは保護者の方向けに工業高校の指導のあり方を

尋ねたものになっております。 
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 上の段が進路指導のあり方を尋ねた結果になっておりまして、「就職に向けた指導を重視すべ

きか、進学に向けた指導を重視すべきか」を尋ねますと、圧倒的に７割を超える保護者の方に

「就職指導を重視するべき」とお答えいただいております。 

 下の段は、専門教科の重要性について尋ねた結果となっておりますが、「国語や数学などの共

通科目を削ってでも専門的な知識を学ぶことが重要である」とお答えいただいた保護者の方が４

分の３を超えておりまして、こちらも「専門科目が重要である」とお考えいただいている保護者

の方が多数になっております。 

 こうした点を考えますと、現在の工業高校は保護者の方がこうあるべきと考える期待やニーズ

に比較的高い水準で応えていると言えるのではないかと見ております。 

 １１ページ以降、こちらは工業高校のこれからのあり方やニーズを尋ねたものになっておりま

す。 

 １１ページの左側が、在校生の方に、どのような教育を充実させてほしいかというのを尋ねた

結果ですが、「探究的な学習を充実させてほしい」という回答は、全ての学科の中で最も高く

なっておりまして、こうした教育が望まれていると言えるかと思っております。 

 右側は、「専門教科の実習時間を増やしてほしい」というニーズの回答結果でございますが、

こちらも半分近くの生徒さんがそのように答えておりまして、比較的高いニーズが寄せられてお

ります。特に右下の卒業生の方の回答を見ていただきますと、６割を超える方が「実習時間を増

やしてほしかった」と回答しておりまして、かなり高いニーズがあると考えられるかと思います。 

 次の１２ページを見ていただきますと、こちらはこれからの工業高校が取り組むことを在校生

の方及び保護者、卒業生、教員の皆様に尋ねた結果になっております。 

 一番上を見ていただきますと、最も回答が多いのが「資格取得のための学習を充実させるこ

と」となっておりまして、特に保護者や卒業生から強い意見が寄せられております。また、上か

ら３番目の「企業や大学等と連携した学びや先端技術の学習を進めること」、このあたりも保護

者や卒業生から比較的高い割合で回答が寄せられております。 

 次のページを見ていただきますと、こちらは「資格取得のための学習を充実させるべき」とい

う卒業生の回答を示したものですが、卒業生からはかなり多くの回答が寄せられておりまして、

「とてもあてはまる」という回答が半分近くに上るという結果になっております。 

 次の１４ページ、こちらは「今後どのような新しい学科の設置が望ましいと考えるか」という

ことを在校生及び保護者、卒業生、先生方に尋ねた結果になっております。 

 こちらの一番上を見ていただきますと、保護者の方からは「ＩＴなど最先端の分野のスキルを
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習得できる学科」、例えばデータサイエンス、ＡＩが学べる学科という回答が最も多く寄せられ

ております。２番目が「日本の強みであるものづくり技術を学べる学科」ということで、こちら

は卒業生や先生方から、比較的高い割合で回答が寄せられております。その他、３番目の「多様

な分野の技術を幅広く学べる学科」、こうしたものも保護者から比較的高い回答が寄せられてお

ります。 

 次の１５ページは、在校生に対して、「今後、工業高校には何が必要だと思いますか」と尋ね

た結果になっておりますが、在校生も先ほど保護者の回答にございましたような「ＡＩ等の新し

い技術を学べるようにする」という回答が多くなっております。第２に、「実習設備を最新のも

のに更新する」、あとは「外部の専門家から授業が受けられるようにする」、こうした要望も比

較的多く寄せられております。 

 １６ページ、こちらは「イメージ戦略のために必要なことは何か」と皆様に尋ねましたところ、

最も多い回答は「積極的でわかりやすいＰＲを行う」というものになっております。また、第２

位として保護者や卒業生からは、「学校説明会の開催数を増やし、魅力を発信する」というとこ

ろで比較的多く回答が寄せられております。 

 これ以降、１７ページから中学生向けのアンケート調査結果になりますが、こちらはイメージ

戦略のところに注目して、本日は結果をお持ちしております。 

 １８ページを御覧いただきますと、グラフの右下に凡例がございますが、２本の棒グラフがあ

るうちの、上の濃いグラフが中学生、青の薄いほうが保護者を示しております。 

 「高校を選ぶときに重視する点」を尋ねますと、やはり「学力にあっていること」、その次に

「学校の校風やイメージが良いこと」という理由が挙げられておりまして、学校に対してどのよ

うなイメージを持っているかというところは、かなり選択の際にポイントになっているというこ

とが見てとれます。 

 次の１９ページを御覧いただきますと、「高校を選ぶときに何を参考にするか」ということを

尋ねた結果になりますが、左側の中学生の回答を見ますと、「学校の先生からのアドバイス」

「家族からのアドバイス」を超えまして、一番下の「高校が開催する学校説明会」という回答が

半分を超えておりまして、中学生が比較的、学校説明会をかなり重視しているということが伺え

ます。右側は保護者の回答になっておりますが、「学校の先生からのアドバイス」に続きまして、

やはり学校説明会という回答が非常に高くなっておりまして、中学生や保護者が説明会に非常に

重きを置いているという結果になっております。 

 次の２０ページ、こちらは「工業高校への進学が選択肢に入るかどうか」を尋ねた結果になっ
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ておりますが、「進路の選択肢にはならない」という回答は中学生、保護者とも７割になってお

ります。その理由を尋ねますと、一番上が「工業高校が、どんな勉強をする学校なのか知らない

から」という回答が中学生で６割近くになっておりまして、知らないから考えないという結果に

なっているというところが見てとれます。 

 次の２１ページ、「工業高校について知っているかどうか」を尋ねますと、「よく知ってい

る」という回答が１％、３％という結果になってしまっております。「少し知っている」方も含

めまして、その下の段のように、「なぜ知っているのですか」と尋ねますと、やはり「工業高校

に関する説明を受けたことがあるから」という理由が最も高くなっておりまして、その下にあり

ますような、例えば「身近な方が通っているから」とか、「自分で調べたことがあるから」とい

う理由よりも、やはり説明会などで説明を受けたことがあるというところが非常に重要であると

いうような結果になっております。 

 次の２２ページ、こちらは「工業高校の強みを中学生、保護者がどのぐらい知っているか」と

いうことを尋ねた結果になっておりますが、一番上にありますような、例えば「高校卒業までに、

専門的な知識・技術を身に付けることができる」、こうしたところは非常に有名でありまして、

半数近くの方が知っているという結果になっておりますが、真ん中にありますような、赤枠で

囲ってあります、「工業高校では、例えばクラスの人数が３５名で、きめ細やかな指導が行われ

ている」といったような点については、中学生も保護者も知っている方は１割を切っているとい

う結果になっておりまして、なかなか強みが広く知られていないという状況が見てとれます。 

 その下にありますような、「工業高校の就職先には大企業もある」ということでありますとか、

「２割は専門学校や四年制大学に進学している」、こうしたところも知っている方は１割程度と

なっておりまして、強みがあまり知られていないと言えるかと思います。 

 ２３ページに、御紹介した調査結果のポイントがございます。 

 満足度が比較的高い一方で、ニーズとして「探究的な学習を充実させてほしい」、「実習時間

を増やしてほしい」等の要望も寄せられております。また、今後の取組としては、資格取得のた

めの学習や、企業や大学等と連携した先端技術の学習への期待が高まっていること。あとは、具

体的にはＩＴやＡＩに関する最新の技術やスキルの習得を望む意見が多いといったような結果が

挙がっております。最後、強みや魅力が中学生やその保護者に十分に伝わっていないため、学校

説明会等を通じた積極的な魅力の発信が求められるというふうにポイントをまとめております。 

 その次、２５ページから、工業高校の卒業生が最終的に活躍する産業、東京都の産業の現状を

まとめておりますので、そちらも簡単に御紹介申し上げたいと思います。 
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 ２５ページを御覧いただきますと、こちらは東京都の経済規模を示しております。 

 左側を御覧いただきますと、国内総生産、日本の５分の１の総生産を東京都は誇っておりまし

て、周りにありますメキシコ、スペイン、インドネシアなどの一国に匹敵する規模となっており

ます。 

 右側は一人当たりの県民所得を他の県と比較したものになりますが、やはり東京都は突出して

おりまして、かなり日本の中でも存在感があるという結果になっております。 

 次、２６ページからは東京都における主要産業ということで、工業高校の進学先として先ほど

御紹介がありました製造業、建設業などの産業の状況を簡単に御紹介いたします。 

 ２６ページ、左側を御覧いただきますと、国内の総生産の構成比がございまして、東京都は愛

知県に続いて製造業は第２位と、非常に存在感があるという状況になっております。ただし、右

側の従業者数を御覧いただきますと、２０００年頃と比べまして従事者数が半分ぐらいになって

いると言われておりまして、かなり従事する方が減っているという状況でございます。 

 ２７ページ、次が建設業になっております。 

 建設業、左側のグラフを御覧いただきますと、国内の２割ほどを東京都が占めるという状況に

なっておりまして、建設業の中心地というふうにも言えるかと思います。右側は従事者数の推移

になっておりますが、横ばい、または微減というような状況になっております。 

 その次、２８ページ、こちらは今伸びている産業ということの代表例として情報通信業を挙げ

ております。 

 左側の構成比を御覧いただきますと、全国の４割、総生産の４割を東京が占めるということで、

かなり情報通信業、こちらはＩＴの他、通信も放送も含みますが、かなり割合が高いという状況

でございます。 

 右側が、こちらのうち情報やＩＴに関わる産業を抜き出したものになっておりますが、情報処

理提供サービス業については６割強、インターネット関連については８割強が東京ということに

なっておりまして、日本のＩＴと言えば東京と言えるほどの状況になっております。 

 次の２９ページ、成長産業の代表例として、もう一つ、医療介護関連業のデータをお持ちして

おります。 

 左側が東京都の介護保険の受給者数の推移を見たものでございますが、右肩上がりに今やはり

増えているという状況でございます。こうしたニーズに対応しまして、左側の従事者数も右肩上

がりに伸びておりまして、今はもう２００６年の２倍を超える従事者数という状況になってござ

います。 
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 ここから３０ページ以降は、現在の状況を踏まえまして、このような社会が今後どのように変

わり、どのような人材が求められるのかという点について、簡単に御紹介したいと思います。 

 ３１ページを御覧いただきますと、ＩＴ社会の進展ということで、左側にはインターネット業

者数の推移がございます。１９９０年代の後半から２０００年代の前半にかけて、インターネッ

トの利用者数は急激に上昇しておりまして、今やもう一般的に使われるという状況でございます。 

 右側は情報通信機器の保有状況の推移を示しておりまして、特に矢印がございますスマート

フォンのところ、インターネットの普及後、２０１０年代からこちらは急速に普及が始まりまし

て、今やＩＴは一人一台、かなり身近なところにあるという状況になっております。また最近で

はＩＴからＡＩへと注目が移りまして、ＡＩや、それを搭載したロボットなどへの注目も高まっ

ております。 

 その次、３２ページを御覧いただきますと、こうしたＩＴ社会が今後どのようになるのかとい

う、こちらは見通しを示す資料でございます。 

 左上、２０２２年頃からというところがございますが、ロボットの社会進出が進み、その後、

下にございます人体とコンピュータの融合が進むと言われております。さらにその下を御覧いた

だきますと、２０２５年頃から言葉の壁も消滅すると言われておりまして、さらにその右側、Ａ

Ｉが人の代役もできるようになる。単純作業はもうＡＩに代替されるようになると言われており

ます。さらに、その右側、赤枠のところ、２０４５年にはついにＡＩが人を超えるという説もご

ざいまして、シンギュラリティ、知的労働もＡＩがやるようになるのではないかと言われている

こともございます。 

 その次、３３ページを御覧いただきますと、こうした未来社会のことを、皆様御存じかとは存

じますが、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０というふうに言われておりまして、Ｓｏｃｉｅｔｙ１．０の狩

猟社会から農耕社会、工業社会、現在の情報社会を経まして今後の社会は５．０であると言われ

ております。 

 ３４ページ、こうした社会において、何が実現するようになるのかということをお示しする資

料でございますが、左上のようにＩｏＴということで、様々、インターネットも一人一台という

ような状況になりまして、新たな知識や情報が共有され、新しい価値が生まれる社会、また下に

ありますようにＡＩにより人が面倒な作業から解放される社会、そして右側にありますようなロ

ボットや自動運転車などの支援により人の可能性がどんどん広がっていく社会というようなこと

が言われております。 

 その次、３５ページでございますが、こうした社会では何が求められるのかといったことをお
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示しする資料でございますが、赤枠のところを御覧いただきますと、ＡＩを理解し使いこなせる

人材、かつ機械やＡＩでは代替できないような能力を人が持っておく必要があるということで、

創造性というようなものへの注目が高まっております。 

 また、下の赤枠にございますが、こういったＳｏｃｉｅｔｙ５．０時代に活躍できる人材とし

て、技術革新に対応しながら、さらにそれを超える新たな価値を創出できることが重要であると

言われております。 

 その次、３６ページもＳｏｃｉｅｔｙ５．０に求められる能力を示す資料でございますが、赤

枠内を御覧いただきますと、②例えば未知の状況にも対応できるような思考力、判断力、表現力。

そして、③学びを人生や社会に生かそうとする、学びに向かっていく力や人間性、こうしたもの

が重要であると言われております。 

 同じことを示す資料でございますが、３７ページ、こちらは有識者へのアンケート結果のよう

なものでございますが、ＡＩが一般化する時代において重要な能力として、やはり有識者も挙げ

ているのがチャレンジ精神、主体性、包容力、洞察力などの人間的資質、あとはＡＩにはできな

いような企画発想力、そして創造性、こうしたものが重要であると言われております。 

 最後になりますが、３８ページ、こちらは例えば工業高校の卒業生に代表されるような技能系

の正社員にとって重要な知識、能力が今後どのように変化するかというものについて企業が回答

したアンケート結果になっております。 

 棒が二つございますが、これから重要な能力と、これまで重要だった能力というふうに分かれ

ておりまして、その差が大きいものを赤枠で示しております。最も差が大きいものは左側にあり

ますＩＴに関する知識、能力となっておりまして、こうしたものは、ものづくりの分野などにお

いてもこれから非常に求められるようになってくると言われております。左側にありますような、

顧客、市場ニーズを把握して製品に反映する能力、また営業拡大や顧客開拓を進める能力、こう

したものが重要になるという結果になっております。 

 以上、申し上げましたとおり、今後、日本全体として高度ＩＴ社会がますます進展していく中

で、ＩＴ産業が集中する東京の重要性はますます高まっていくと考えられます。また、その中で

やはりＡＩやＩＴを活用する力の他に、それを超えるような創造性、企画発想力などが求められ

るようになり、そうした社会の中で技術系に秀でた人材を生み出す工業高校が果たす役割もます

ます重要になっていくのではないかと考えているところでございます。 

 以上になります。 
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●鵜飼座長 

 どうもありがとうございました。 

 坂本さん。 

●坂本課長 

 お話し中のところ失礼いたします。ただいま小林委員と酒井委員がお見えになりました。こち

らで御紹介をさせていただいてもよろしいでしょうか。 

 それでは、東京商工会議所事務局長の小林治彦様でございます。 

●小林委員 

 小林でございます。おくれまして申しわけございません。よろしくお願い申し上げます。 

●坂本課長 

 東京都中学校長会会長の酒井泰様でございます。 

●酒井委員 

 酒井泰でございます。遅参いたしまして申しわけありません。よろしくお願いいたします。 

●坂本課長 

 ありがとうございました。 

●鵜飼座長 

 ありがとうございました。 

 それでは、事務局説明とアンケート調査結果の報告につきまして、皆さんから御意見や御感想

をいただきたいと思います。特に入学志願者が減少しているという現実を前にして、どのように

考えたらいいか、というあたりがポイントになると思いますが、こちら、時計回りで永井委員か

ら、お願いします。 

●永井委員 

 失礼いたします。永井でございます。 

 御説明どうもありがとうございました。伺っていて幾つか頭に残った言葉があります。その一

つは、生徒たちは「探究」という学習活動を充実してほしいと考えている、ということです。 

 次にいわゆるＩＴ、特にデータとサイエンス等に興味・関心があるようです。また、ものづく

り。ものづくりについては、ＩＴとの関連で大学との連携や外部連携がキーとして御説明があっ

たように思います。 

 それから、中学生は工業高校で何を学んでいるかよくわからない、ということございました。

例えば、事務局の御説明で工業高校には様々な系、機械、電気、化学などの系があるわけですが、
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工業高校の何々系と言われても、今の中学生には日常的な言葉ではないこともあって具体的なイ

メージを描くことができないのかなと、思ったところです。ただ、事務局が作成いただいた説明

資料の中で、それぞれの工業高校の系の学習内容の御説明がございました。その中では、例えば

ものづくりの楽しさであるとか、電気系ですとシステムとかデザインとか、それから化学系です

と環境とか、それから建設系ですと都市計画とか都市工学とか、工芸系ですとインテリアとかグ

ラフィックアーツとかが示されています。今触れたような学習内容は、中学生がイメージしやす

い、そういう学習内容なのかなと思いました。 

 ですから、「うちの工業高校では化学系の学びをしています。」という説明の仕方よりは、

「うちの工業高校では環境について学んでいます。」と説明したほうが、中学生にはイメージし

やすいのではないでしょうか。同様に、うちの工業高校では「デザインやアートを」、また「シ

ステム、ＩＴ、ネットワーク関係を学ぶことができます、と説明する。先ほどのプレゼンにもご

ざいましたように、情報通信分野がこれから非常に大きな分野になるでしょうから、情報通信分

野について、うちの工業高校で中核的に学ぶことができます、と説明する。 

 現在行われている工業高校での学びを新たに変えていくということも、もちろん大事なので

しょうが、現在、行われている学びの内容を整理整頓して外部に発信する。発信する際には、中

学生の視線に立って、日常的な身近な言葉として表現することによって、学習内容を中学生がよ

り具体的にイメージできるように表現して、発信する。このようにすることでも、今の事務局の

御説明を伺っている範囲では、工業高校のイメージ戦略に繋がると思いました。うちの工業高校

ではこんな勉強ができるんですよ、その結果、こんな力が身に付くんですよ、ということが中学

生には伝わりやすいのではないかと思いました。 

 それから、先ほど事務局の御説明の中で、科学技術科のところに、例えばゼミ形式の授業を導

入するという言葉がございました。ゼミ形式の授業を、例えば、全ての工業高校で基本的に取り

入れていってはどうだろうか。工業高校には専門科目として「課題研究」があります。この「課

題研究」を前面に出した学びにする。例えば、ものづくりという学びでも、ものを作ったことで

完結する学びにするのではなく、ものづくりを支える学びとか、ものづくりによってつくり出さ

れたものをどのように活用するかとか、そういうところまで学びを深化させる、そういう学びを

工業高校ではしているんだと。そうした学びが、機械系から科学技術系までの全ての系でのベー

スとして、学ばれているという、そのことが大事な視点であると思いました。 

 それから、「社会に出て、役に立つ」というキーワードがありました。これは別に工業高校だ

けではなくて、全ての高校の学びにとても大事なことではないかなと思っています。ただ単に知
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識や技術を身に付けるだけ、いわゆるコンテンツを身に付けても、社会に出て、それで人生を勝

ち残れるかというとそうではない。身に付けたコンテンツをどのように使いこなすことができる

かという、そこに至る学びがとても大事だと思っています。特に工業高校の場合は、ものづくり

という非常に大きな財産を持っているわけですから、ものづくりをただ単にものをつくるという

ことにとどめてしまう学びにするのではなく、ものづくりを支える力を強化するとか、つくり上

げたものをどのように社会で活用するかというようなところまで踏み込む、そういう学びが必要

なのではないかと思いました。 

  以上です。 

●鵜飼座長 

 どうもありがとうございます。 

 小林さん。 

●小林委員 

 遅参してまいりまして申しわけございません。東京商工会議所でございますけれども、私ども

なんですが、２３区内の中小企業の皆様を中心に、８万会員ほどいるというような団体でござい

ます。ちょっと感想めいたことを２点申し上げさせていただきたいと思っています。 

 まず１点目でございますけれども、今、東京商工会議所でやっていることといたしましては、

都立の商業高校と工業高校の皆様と連携を深めていこうというようなことをやっております。特

にインターンシップの受け入れであるとか、社会人講師の派遣ということをやっております。こ

のような内容を踏まえまして、要は工業高校の皆様に対する需要も非常に高いということを御認

識いただきたいと思っておりまして、私どもといたしましては即戦力といたしまして、すぐマッ

チングできるような人材が欲しいというのが現実でございます。これが１点ということでござい

ます。 

 ２点目でございますけれども、ＩＴ人材に対する人材がかなり不足しているということでござ

います。実際、私どもはアンケートをやったんですけれども、東京商工会議所でＩＴを活用して

いるという中小企業は５０％でございました。現在、中小企業の大きな課題の一つで人手不足と

いうことがございまして、人手不足を解消するためには多様な人材が活躍すること、それと生産

性を上げることというふうに定義しておりまして、そのためにはＩＴを何とか活用していかな

きゃいけないだろうという状況になっております。そうした中、経営者の理解がない、コストが

高い、ＩＴ人材がいないといった中小企業が課題を抱えているというような状況でございます。 

 こうした状況の中、工業高校のやっている分野というのをもっとしっかりとＰＲしていただけ
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れば、皆様に伝わっていくのではないかなというふうに思っております。ぜひ工業高校というだ

けではなくて、学んでいる分野というものにつきまして、しっかりと周知、ＰＲできるような体

制になれば、もっといいのかなと思いました。 

 以上でございます。 

●鵜飼座長 

 ありがとうございます。 

 清水さん。 

●清水委員 

 東京都商工会連合会の清水と申します。 

 先ほど現状とプレゼンをお聞きしまして、ちょっと感想というところも含めて、御説明といい

ますか、発言させていただきたいと思います。 

 大学や専修学校への進学イメージというものが非常に高まっている中で工業高校の関係が厳し

い状況になっているということは、非常に今の説明をお聞きして、非常に理解が深められました。 

 アンケート結果の中でも連携という話が調査結果で出ていたり、学校説明会の開催とか、地域

の方々からの声も出ているというところを踏まえまして、やはり私どもの商工会地域、比較的、

商工会というところがお手伝いしている、支援している企業様というのは、大体は従業員数が２

０人以下の企業様が大半なところではあるんですけれども、そういったところから聞こえてくる

声というのが、工業高校の校長先生だったり先生方が変わることによって、その高校のイメージ

が少し変わってきてしまうのかなというところも、お話が少し出てきております。やはり色んな

アンケートでも地域密着というところが出ておりますように、地域の企業にやはり近づいていく

ことが、やはり工業高校にも求められているのではないかなというふうに感じております。やは

りそういったつながりを大切にすると、先生が異動で変わってしまうことで、今まで密接だった

関係が少し薄くなってしまうというところの心配もあったりして、一般的には５年ぐらいなんで

すかね、先生方が異動にならないで良好な関係が築けるというようなお話もございますので、

やっぱり学校の性質ということでなく、先生のお考えに色々な面でプラスに転じられるようなか

たちでできればなというふうに思っております。 

 やはり職業高校は企業に人を送り込んだり、企業からもこういう人材が欲しい、こういう知識

を勉強してもらいたいというようなお話ができるような、良好な関係を維持することが大切なの

ではないかなというふうに感じておりまして、こういった点を御配慮いただくことで学生が学ぶ

知識の質であったり、そういったものを向上することであったり、地域の企業に喜ばれるような
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ことで、工業高校の魅力向上につなげられるのではないかなというふうに感じました。 

 説明は以上でございます。 

●奥村委員 

 産技研の奥村でございます。 

 事務局からの説明と、それからアンケート調査の結果を伺いまして、三つほど感想を述べさせ

ていただきます。 

 まず一つ目は、工業高校在校の生徒さん、それから保護者さんも随分満足度が高いんだな、普

通科高校に比べて満足度が高いんだなということを感じました。もう一つ、学校説明会の話があ

りましたけれども、それならば、学校説明会で教育の内容とか、色んなことの紹介だけではなく

て、特に卒業生とか、あるいは保護者の方に説明会に来ていただいて、どんなふうだったから満

足している、うちの子供はここに行ってよかったとか、僕は工業高校で学べてよかった、そうい

う生の声をそういった説明会でどんどん出していただくのがいいかなと。もう少し言いますと、

やはり色んな進路とか、あるいは職業を選ぶときには、いいモデル、ロールモデルを見て選択す

るというケースが結構あると思います。そういう意味で、いいロールモデルを示していただくと

いうことが大事かなと思いました。 

 それから、クラスのサイズ。これは志願者数が減ったことも裏側にあるのかもしれませんけれ

ども、クラスの規模が比較的小さい。じゃあ小ささと、それから教員と生徒の比のアドバンテー

ジを生かして、もっと例えばチームで何かをさせる、ゼミでもいいですし、何か目標なり、こう

いうものをチームでつくろうよといって順番にディスカッションしたり、ああだ、こうだとやり

ながら進めていくような実習、あるいは探究型ですね、そういった教育を持ち込めるんじゃない

かなというふうに思いました。 

 それから、企業さんとか大学、あるいは私どもを含めて、連携ですけれども、都内には研究開

発志向の非常に強い、すぐれた企業さんが物すごくあります。私は今の職業といいますか、今の

立場になってから、それを日々感じておりますし、私どもは色んな企業さんを支援させていただ

いておりますけれども、それぞれに非常にいい技術、他にはない技術とか、いい製品を持ってお

られます。そういうところと具体的な中身で連携をしていただくことがやはり大事かなというふ

うに思います。 

 以上でございます。 

●諏訪委員 

 ダイヤ精機の諏訪と申します。 



- 21 - 

 

 大田区で町工場、大手自動車メーカーさんの下請として金属加工業を営んでおります。事務局

の御説明と、みずほさんのアンケート調査ありがとうございました。とても参考になりました。

私からは、企業側ですので、要望と事例というかたちでお話しさせていただきたいと思います。 

 やはり企業としては、入社後が一番重要でして、定着率を伸ばすためにということで、以前よ

り取り組みをやってまいりました。数年前まで、やはり工業高校の新卒、あとは普通高校の新卒

という採用をかなり進めておりましたが、やはり彼らを育てるのが大変なんですね。何故かとい

うと、やはり高校時代はかなり校則に縛られていて、規則正しい生活をして、社会に出て初めて

手に入れた自由。ここでマインドチェンジができない。そこの教育から我々が行っていかなけれ

ばならない。いきなり金髪にしたりピアスにしたりとか、そこまでは良いとしても、周りの友達

に引きずられて遊んでしまったとか。それに比べ、専門学校に行った子たちとかは、そこで社会

人になるぞというマインドチェンジができるので定着率がよくなっています。なので、やはり学

校から出て、これからはお給料をもらって「働くこと」という意義、こういうのをまず学校でも

教育していただきたいと思います。 

 あと、優秀だと言われる子供たちがいます。デュアルシステム科の子たちを受け入れておりま

すが、優秀だと言われている子たちほど危ないんですね。なぜかというと、学校では優秀、すご

い自信満々に入ってきますが、企業に入るとそれぞれのやり方がありますので、そこで挫折して

しまうとやめてしまうという事例もかなりあります。ですので、やはり学校と企業の違いという

のを教えていただけたらなと思います。 

 あと、やはりコミュニケーション能力。後の発想力にも出てきますが、頭で考えていることを

言葉にする力、これが今の子たちにはちょっと少ないのかなというふうに思っております。です

ので、当社ではサービス業経験者を採用しています。ほぼ９５％、未経験者のサービス業経験者

というかたちで職人を育てているという現状があります。 

 また、どういう子たちが続くのか、私も分析しました、そしたら、異業種からの採用が多い子

たちは、実は保護者の方とか親族がものづくり関係者の方というのが非常に多いです。お父さん

がものづくりをやっているけれども、自分はちょっと違うところに行ってみた、でもやっぱりお

父さんがやっているものづくり、おじさんがやっているものづくり、そこに行ってみたいという

子たちが逆に長続きしています。なので、ＰＲする際にも、ものづくりに関係している保護者さ

んたちを巻き込むようなもの、宣伝、ＰＲというのも必要なのかなというふうに思っております。 

 あとＩＴ、ＩｏＴが自動車業界はかなり進んできています。本当に私は鍛造型の業界なんです

けれども、今までやっぱり振動検知が主だったんですが、鍛造の場合、色んな振動を拾ってしま
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うので、今は周波数のＡＥＥ検知というのが主流になってきています、そして膨大なデータは積

み重なってきている状況です。ただ、問題なのは、それを解析できる人材がいないことです。人

材がいないと、閾値が決められません。閾値が決められないと、幾らＡＩ、ＡＩといっても、そ

こから先に進んでいきません。これは自動車業界、大手さん、全て困っています。ですので、こ

れからやはりＡＩ、ＩｏＴが進んでいくためには、それを解析できる人材というのが、これから

やっぱり必要なのではないかなというふうに思っています。 

 以上です。ありがとうございます。 

●鵜飼座長 

 ありがとうございます。 

 それでは浜野さん。 

●浜野委員 

 浜野製作所の浜野と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 私どもは墨田区で金属加工をやっている会社でございますけれども、私も企業サイドとして少

しばかり所見を述べさせていただきたいと思いますけれども。 

 奥村理事長がおっしゃられたように、先ほどのみずほ情報総研さんの御報告、アンケートの結

果で、ちょっと驚いたなというのが、在校生や保護者の満足度が非常に高いというのが、これは

ちょっと正直、驚きました。 

 それも踏まえてなんですけれども、学校側がどう教育して、どういう生徒を育てていくのか、

社会に輩出していくのか、そこが大切なんですけれども、出すことも大切なんですけど、出した

後どうしていくのかということを我々企業側がしっかりと引き継いでいかなきゃいけない。 

 本当に諏訪社長がおっしゃられたとおり、入るのはいいんですけど、定着率が物すごく悪いん

ですよ。何か理由もあまり定かじゃなかったり、やめるときの退職の理由。結構よくよく聞くと

同世代の、例えば同じ工業高校の友達以外にも、やはり中学校時代からの友達というのがいて、

みんなやっぱり大学なり専門学校へ行く。そうすると、こっちは朝から夜まで働いていて、休み

も少ない。ですけど、やっぱり学校へ進学している子たちはお休みが多いですし、何か色んなと

ころへ出かける、自由な時間が非常に多い。俺らはこんなところでいいのかなと思ってしまうと、

働くことに対しての意義だとか価値観みたいなものが薄れてきてしまって、本来自分たちが当初、

工業高校に入ったとき、工業高校を卒業するときに感じていた、思っていた志がやっぱりどんど

んなくなってきてしまっているなと。 

 ですから、やっぱり技術だとかテクニックを教えることもすごく大切だと思うんですけど、例



- 23 - 

 

えばものづくりの楽しさだとか社会的意義だとか、そういうことをしっかり、この年齢のときに、

何というんでしょうか、体感というか学習して、ちょっとくらい心が折れそうなことがあっても、

大変なことがあっても辛抱して、やっぱりこれをしっかりと磨いていくんだ、積み重ねていくん

だ、そういうマインドの教育が僕は一番大切なんじゃないのかなというふうに思っています。 

 特別これは工業高校出身の子たちに限ったことではないですけど、やっぱり定着率が若い子は

悪いんですよね。これは他の統計でも多分出ていると思いますけど、入社３年目以内の定着率は

やっぱりすごく悪い。離職率は多分３０％以上あると思うんですね。企業からすると、せっかく

新人を入れて、２年も３年も、今後の活躍を期待して教えていたつもりが、これからという３年

目ぐらいのときにいなくなってしまう、外へ出ていってしまう。ここはやっぱり何とかしていか

ないといけないんじゃなかろうか。これは工業高校だけの話ではなくて、受け入れをさせていた

だく我々企業側にとっても非常に重要な課題であるかなというふうに思っています。 

 いずれにしても、学校の評価は、卒業生の活躍が最大の評価であり最大のＰＲなんだと思うん

ですね。六郷工科を出て中小企業に入った卒業生がいつもキラキラ輝いているし、わくわく仕事

をしているし、俺はこの前こんなのをつくったんだよ、細貝社長にこんなことを言われて、こん

なことにチャレンジさせてもらったんだよと。別に社長にならなくても、大企業に入らなくても、

専務にならなくても、いつも工業高校を出た子が、卒業して企業で活躍しているエンジニアの子

たちがいつも何かわくわくキラキラ輝いている。それがやっぱり最大の評価でありＰＲじゃない

のかなと思っています。 

 どちらかというと即戦力……我々は一日８時間から９時間ぐらい、それを大体数百日、毎日毎

日、ものをつくっているわけですよね。それでもわからないこととか課題、ちょっと難しいなと

いうことがやっぱり日々出てくるわけですね。ですから、工業高校で一年間に８時間、旋盤の勉

強をした者を、もうちょっと高度な技術者を出そうと思って、倍の１６時間、旋盤の勉強をさせ

てもあまり意味がなくて、どちらかというと諦めない心とか、わくわくした気持ち、そういうも

のをもっともっと育てていただければなというふうに思っています。 

 あと最後になりますけれども、東商の小林事務局長がおっしゃられたとおりで、中小企業のＩ

Ｔ化はやっぱり思った以上に進んでいないんですね。ですから、こういう工業高校を卒業した子

たちが中小企業のＩＴ化に寄与してくれるとか、中心になって中小企業のステージを変えていく、

フェーズを変えていく、そのような活躍が僕は十分できるのではないかなというふうに感じてい

ます。 

 すみません。少々長くなりましたが、以上でございます。 
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●細貝委員 

 株式会社マテリアルの細貝と申します。 

 諏訪さんと一緒の大田区で製造業をやっています。高校に対してのこととか、色んな、総合的

に全部やっていかないと、みんな、何というんでしょうね、爪先に体重が乗らないと、おそらく

中学校も高校も企業側も、きちっと連携をとっていかないとだめなんじゃないのかなというとこ

ろの、やはり今は薄さというか、足りなさがあるんじゃないかなと思います。 

 一つは、６、７年前に弊社の近くの高校に、学生に資格をとらせる時間をつくってもらえない

かということを頼みました。それはなぜかというと、大田区に３，０００社ほどの工場がありま

すけれども、資格を持って、技術を持っている方々は非常に少ないんですね。これから、今のＳ

ｏｃｉｅｔｙ５．０だとか、色んな新しい言葉が出てきて、その中にはＩＳＯだとかＪＩＳ Q 

９１００だとか、色々企業が認証を取得しなきゃいけないものがありますけれども、その中で技

術者を、例えば宇宙の部品をやるときに、この会社が受けるけれども誰に選定しますかという技

術者の選定というのがあるんですね。そのときに、じゃあ２０年間うちの工場長をやっていまし

たから何となくその人にやらせましたというよりは、例えば技能資格１級、２０１０年に資格取

得し、入社１５年目になります、それまでに色んな経験があるというほうが、実は大企業側から

教えていただいたんですね、そういったしっかりとしたトリガーがあるほうがいいのではないか

ということで、我々の地域の中でも資格者をどんどん育てていったほうがいいのではないか、で

きれば旋盤３級だとか、そういった資格を取得する時間をつくっていただけないかということで、

今はそういう指導に切りかわったということを聞きました。 

 こういったことだとか、高校として色んな問題点というか、改善点というのは、ちょっと僕が

そういうことを言うのもおこがましいんですけれども、できれば学校説明会というのがあるので

あれば、企業説明会を開いて、そのときに親を同伴していただいて、アンケートをとったらどう

なのかなと思うんですね。色んな学校に色んな企業、中小企業が企業説明会で行きます。そのと

きに、子供が選択した企業と親の選択した企業というもののアンケートをとっていただいて、ど

ういったところに印象があって入るのか、どういった思いがあって、自分の子供に合っているの

か、自分に合っているのか、知ることも必要なんじゃないかなと思います。 

 一番、高校生が会社を選ぶことの選択肢の中で母親の意見は一番大きいと思うんですよね。そ

ういったところで、お母さんはキャノンさんという会社は知っているけどマテリアルさんは知ら

ないからキャノンさんへ行きなさいと言われちゃうかもしれないですし、ダイヤさんは有名だか

らダイヤさんへ行ったほうがいいんじゃないかと言われて、実は知名度でうちに人が入ってこな
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いのかもしれません。 

 ですけれども、そういったところでは、色んなことで、自分たち企業も知ることが必要ですし、

高校側も出力の仕方というものがあるんじゃないかなというふうに思います。 

 やっぱり何とか工業というと、僕らの時代というのは、昭和４０年生まれの人たちはダー

ティーなイメージが非常にありまして、僕の友人たちもたくさん行っているんですけれども、や

はりネーミングとか、そういったものも、六郷工科という名前は非常にいいなとか、総合科学と

か、そういった名前の意識づけとかもいいのかなというふうには非常に思いました。 

 あとは、部活というものは非常にＰＲの財源として力を入れていただきたいなと思います。や

はりスポーツというのは上下関係だとかルールだとかというものを徹底して行える唯一の場所だ

と思いますので、こういったところを高校の授業というか、その中でスポーツというものを通じ

て、色んな精神面だとかを発揮できるような時間もあったほうがいいんじゃないかなと思います。 

 色々運動だとか英語だとかコミュニティーだとか、たくさんあると思うんですけれども、だん

だん学習することの大切なところが時代とともに変化していると思いますので、やはり国際競争

力が、最後に我々のこれからの壁になってくると思いますので、そこに耐え得る人材をつくると

いうのはおこがましいかもしれませんけれども、一緒に戦っていける精神のあるメンバーが、高

校時代からそういった教育を受けられたら、私たちも未来が明るくなってくるんじゃないかなと

思います。 

 以上です。 

●鵜飼座長 

 どうもありがとうございました。 

 泉さん、お願いします。 

●泉委員 

 私は泉屋東京店の泉と申します。よろしくお願いいたします。 

 私どもの会社は洋菓子製造販売をやっておりまして、少し工業とはちょっと離れているかなと

思うんですが、やはり今まで採用してきた中で工業高校出身の生徒を採用したのは、割と１０名

ほど、割と多いほうかなと思うんですが、やはり採用側にとって工業高校というイメージだけで

採用してしまいまして、どうしてもちょっとイメージがあまりよくないというのは拭い切れない

かなとは思います。ただ単にアンケート結果を見る限り、今までの私たちのイメージとはまた裏

腹に、結構満足度が高いというのは本当に驚きました。どうしてもイメージが悪いので、途中で

中退してしまったりとか、そういう生徒さんが多いのかなという中で、満足度が高かったり、保
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護者さんの満足度が高かったというのを見て、驚いたので、やはりそこを中学、進学に悩んでい

る中学生の方、保護者さんにどんどんアピールし、説明会だけではなく、満足したならば、やは

り発表する場、先ほどおっしゃっていたような、ものづくりの研究をして、どこに役立つかまで、

そこまで追求し、そこを生徒さんにどんどん発信していけば、どこの企業に行けば本当にマッチ

ングできるかというのは、すごく生徒さんもわかりやすいビジョンになっていくのではないかな

と思いました。 

 もう一点、少し工業高校というのはやはり男性のイメージが多く、女性はちょっと入りづらい

のかなと思うんですけれども、色々こういう資料を見た結果、中にも、１級建築士で女性の方も

たくさんいらっしゃると思います。芸術や美術、デザインもあるということを拝見して、もちろ

ん就職にもつなげられるんですが、女性だと、この先ここで専門的に学んで、さらにまたちょっ

と専門学校や大学に進学できるよというアピールもすれば、気持ちも変わるかもしれない。やは

り女性の心をつかむというのはすごく大事だと思います。 

●酒井委員 

 東京都の中学校長会の会長で、府中第五中学校の校長をしております酒井泰と申します。遅参

いたしましたので、御説明を受けていない中での発言になりますことをお許しいただければと思

います。 

 校長会といいましても、現在自分が勤務している学校が一番身近なものですから、自分の学校

を窓口にしてみた意見になってしまうことをお許しいただきたいと思います。 

 中学校側としては、近くに魅力的な工業高校があるというのはとってもすばらしいことという

か、うれしいことなんです。生徒にとって、幸せなことだなと思っています。それは、ただ単に

通学が近いからという意味ではなく、やはり自分の希望という将来の夢といったものを、確実に

実現させてくれる。そういう道筋を、この学校に行ったら実現できるというような気持ちを持た

せてくれる学校が近くにあるというのは、とても大きなことです。 

 普通科高校と対比する意味ではないですが、すでに目標が決まっている子にとってみれば、一

番の近道であるわけで、社会に出て、自分の夢をかなえられる近道である。それに、きちんと資

格もとらせてもらって、自分の武器を身に付けさせてもらって、そして、豊かな自分の人生を実

現できる道という役割を、工業高校は担っているんじゃないかなと思っています。それが近くに

あるというのは大きいことだと思っています。 

 実は本校の生徒を見てみると、圧倒的に工業高校進学を希望する子は、地元ばかりです。他の

市にある工業高校とか、区部に行くといった子は、数名しかおりません。ほとんどが地元の学校
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になっていく。それは仕方なくなって行くんではなく、実はとてもステータスが高いのです。本

地区の工業高校は。ここに行きたいんだという強い気持ちを持っている子が多いと感じています。 

 それは、もう数年も前から、ある工業高校が次のような取組をしています。こういったところ

で資格がとれます、卒業後はこうだとか、本当にＰＲを地元に物すごくよくしてくれていました。

卒業生も出ておりますし、そうなるとそれがうそではないというか、実績として残っているので、

兄弟関係だけではなく、色んなところでうわさになり、いいＰＲになっているんじゃないかなと

思います。 

 ですから最初から、ここの高校に行きたい、工業高校に行きたいという子が一定数いる。希望

が少なくなっているというお話はいただいておりますが、やはりベースとなるものは、一定数は

いるかなというふうに思っています。 

 実際に私は、校長として、今、２学期の後半からは進路に向けて、都立の推薦だとか、私立の

学校の受験のための面接練習をします。個人面接をします。その中でやはり大多数の子は、まだ

夢はかたまっていません。どういう道に進もうかというのが決まっていないんですが、中には、

こういう道に進みたいという希望をきちんと持っている子がおります。ものづくりが好きとか、

こういった道に進みたいと希望をもった子は、特色のある工業高校を選択する率が高い。それを

裏づける背景を見てみると、先ほど諏訪社長がおっしゃいましたけれども、やはり御家族の中で、

ものづくり、職人さんなど、そういったことにかかわっていらっしゃる方が多いのかなと思いま

す。 

 今、都立工業高校の希望者を多くしていくためには、一つ考えていること、大切だなと思うこ

とがあります。 

 それはまず、保護者の工業高校に対するイメージが、御自身が中学生のとき、高校生のときの

イメージでしかないんです。実際に訪問することなんてないですから。そうなると、いわゆる

昔々の、１０年前、２０年前の工業高校のイメージで我が子と接してしまう。それと何よりも大

きな問題は、中学校の教員自体が、工業高校の中に入って、どんな授業をしているのか、どんな

施設設備で、子供たちがどのように目を輝かせて学んでいるのかの実体験がない。 

 そして、中学校の教員の中で、技術系の経路をたどって教員になっているのは、ほんのひと握

りです。ほとんどが、普通科高校とか大学に行って教員になる。私もそうですけれども。そうな

ると、工業高校ってこんなにいいところだよ、こんなすばらしいところだよということを、教員

が生徒にＰＲできていない。したがって、教員に対しても保護者に対しても、ＰＲすることが大

切であると思います。 



- 28 - 

 

 本市では近隣の都立高校と連携をして、一般の教員、３年生の進路担当の教員を工業高校に呼

んで、学校見学をして、そしてわずか１時間とか２時間ですが、実際に体験してもらって、それ

を踏まえて進路指導してくださいということが何年か続いています。そのため、本市の学校に勤

務している中学校の教員は、みんな少しは学んだことがあるとなり、幅の広い選択のアドバイス

ができると思います。 

 そして最後ですが、実は工業高校に行くと、その先がどうなるんだろうか、中学生ですから、

進路の変更があるかもしれない。そのときに、大丈夫なんだよ、こういう道もあるんだよ、希望

が変わったら、こういうふうになるんだよといったところまでアナウンスしていただけると、中

学生は安心して、まずは自分の希望をかなえて工業高校の門をたたこうとしてくれるのではない

かなと思っています。 

 すみません。長くなりましたが、以上です。 

●鵜飼座長 

 どうもありがとうございました。 

 井門さん。 

●井門委員 

 こんにちは。私は、東京都公立中学校ＰＴＡの協議会でやっています井門と申します。よろし

くお願いします。 

 今、色々、皆さんのお話を聞いていまして、中学生の保護者からの立場で、私はもう、子供は

大きいのですけれども、色々現役のお母さん方にも、今回の件で、どういうふうに工業高校に対

してイメージがありますかという、少しお願いもしました。その中で少し何点か出てきたのは、

現在、昔の工業高校と違って、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０ということで、情報時代の中で、ＡＩとか

ＡＩ家電、無人走行バスやスマート農業機械など、既存のものづくりに加えて、高度な技術が、

今、組み込まれるようになっている社会なんですが、工業高校では、実際それに対してどのよう

な範囲で、ものが学べるかというような疑問が出ています。 

 それと、あと、スマート社会では、色々な高度な技術等々がありまして、ＡＩやＩｏＴに関す

る基礎知識を、工業高校ではどこまで身に付けることができるのかはもちろんですが、ＡＩ等と

共存していく社会の中で、ＡＩ等を使いこなしていくためには、情報を正確に読み解くための国

語力や数学力なども重要になってきますということで、ただ単純にものをつくるだけではなく、

それを、根底にあるものを読み取らないと、ただ単純なものづくりになっちゃうということだと

思うんですね。 
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 先ほど、やはり中学生の立場でいくと先生たちも言われたように、やはり子供の頃から、中学

校では職場体験というのがあるんですよ。やはりそれも、そういった子供の能力、よく言う適材

適所というのがあって、とにかく大学に行けと。そのためには普通科に行くんだという流れが多

いんですね。 

  

 その子供に対して、やはり親が一方的に言うのもそうなんですけれども、やはり小さい頃から、

どういうことをやりたいか？何になりたいかというのを、常日頃から保護者として子供と会話を

しながらやれば、ドロップアウトというんですか、入ってすぐやめちゃうというのも、特に、頭

のいい子が仕事ができるわけじゃないんですね。 

 だからやはり、どういうふうな子供をつくりたいのかと。やはり、学校任せではなくて親が、

自分は保護者なんでね、保護者が、やはりしっかりと子供を見て、色んなそういう情報を与えて、

今は何でもかんでもスマホで、会話をしない世の中なんですけれども、会話をつくりながら、そ

ういった自分の子供を、何になりたいかというのを、よくよく話して、そして、とにかく人の痛

みがわかる、くじけない、何かあったときにすぐに折れちゃうというような心ではなくて、そう

いったことを学べる教育というのが必要じゃないかなと思っております。 

 以上です。何か、取りとめのない話になってしまいましたけれども、すみません。 

●鵜飼座長 

 岡本さん。 

●岡本委員 

 私は、東京都の公立高等学校のＰＴＡの代表として参加させていただいているんですが、実際、

僕、ＰＴＡ会長をやっていたときは、工業高校のＰＴＡの会長をやっておりました。実は工業高

校のＰＴＡ連合会でも、結構お手伝いをさせていただいている状況です。 

 ちょっと正直、今、お話を伺っていた中で、若干、保護者として違う部分というのがありまし

たので、あえてネガティブなところも、多くちょっと話をさせていただこうと思います。 

 まず、工業高校にとってＰＲ、イメージ戦略が足りないというのは、実はすごく私も感じてい

ます。私、自分自身が公立高校のＰＴＡも兼務しておりましたので、地区の一般高校のＰＴＡ会

長さんを、自分の学校の文化祭に招いて、施設等を紹介するようなことをさせていただいたこと

が多々あるんですが、そのときに皆さんが思われることは、工業高校ってこんなにいいんだね、

すごいんだねというのを、必ず口にされます。ということは、やはり普通科高校に進まれた親御

さんたちの中で、工業高校の今の施設、設備を十分理解していない方が、かなり大半だというこ
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とだろうと思っております。 

 また、私がＰＴＡ会長を務めさせていただいていた高校もそうですが、推薦の枠があって大学

へも進めるんだよということすら、全く知識を持たずにいらっしゃる親御さんたちが、いっぱい

中学生の親御さんたちでいるんだなと。また、工業高校のＰＴＡ連合会で話をしたときに、先ほ

どおっしゃっていただいたとおり、工業高校のイメージはすごく悪い。工業高校と聞いただけで、

とりあえず、申しわけない言い方ですが、あまり成績のよろしくない方が、普通科高校に行けな

かったから行くんだよという受け口になってしまっていることも、実際、事実だと思っています。 

 なぜならば、私がお手伝いをしていた高等学校でも、入学して１学期が終わった時点で、最大

で一番悪かったときに１クラス、半分が、５分の１ぐらいですかね。ばっと、もう、学校をやめ

てしまわれる方、そういうこともかなり多くございました。例えば、そのときに、よくあるんで

すが、僕たちＰＴＡなので、次に会長をやってもらいたいなという方がいたとしても、一番問題

になるのは、生徒さんが上に上がれない。なぜならば、工業のことというよりも、基礎的なとこ

ろの勉強の単位が足りずに、そのまま上がれずに、本来だったら、もっと進めれば技術が探究で

きたはずなのに、そこで、もう挫折をしてしまう。そういうケースも数多く拝見してきています。 

 私たちＰＴＡとしても、まずはお母さん方に、いい印象を与えようということで、工業高校の

ＰＴＡで、実は「イイヨ！工業高校」というウェブページをつくらせていただいて、ステッカー

を中学校に配ったりというのをやらせていただいています。これは、ぜひ一度御覧いただくと大

変うれしいんですが、下のほうで、先ほどお話が出ていたように、まず、何科というのがあるん

だろう。自分の学校の近くには、どんな学校があるんだろう。各学校のＰＴＡにお願いをして、

自分たちのＰＲというのをウェブで書いた上で、本当に興味を持った子は、クリックをしていた

だくと、各学校のホームページにリンクをするというようなものを、ＰＴＡ独自でやらせていた

だきました。 

 これはなぜかというと、やっぱり口コミ、あと子供たちが高校を選ぶのに、ウェブをかなり

使っているというのも、また事実かという結果からやらせていただいています。 

 それが、どれだけ工業高校の進学率に影響を及ぼされてきているかは別なんですが、そういう

ふうに、やっぱり工業高校が本当にものづくりを目指すものの、一番初めのステップだというこ

とを、もっと前面に出しつつ、本当に技術を学ぶ場所だというところの教育方針ですか、そちら

にかえていただくことが、保護者としては一番重要かなというふうに思っております。以上でご

ざいます。 

●鵜飼座長 
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 どうもありがとうございます。もう時間が１５時３５分で、このままスケジュールどおり進め

ると、多分終わりが相当いい時間になると思います。 

 私も、少し意見を言わせていただいて、その後５分ぐらい休憩し、それから再開したいと思い

ます。プレゼンでちょっとお時間がかかりますが、よろしくお願いします。 

 今日、今まで沢山メモをしてしまったので、まとめようがないんですが、意外に一番多かった

のが、工業高校における満足度が高いという結果が、生徒あるいは保護者から出ていたと。それ

が意外だったということですが、おそらく工業高校に来る子供たちというのは、ある意味、中学

からここに行くんだ、何をやるんだという動機が、普通科高校に行くよりは、はっきりしている。

目的がはっきりしているので、その期待値と実現値の関係でいうと、大体期待値どおりだという

ことで、満足度が上がるのではないかという気がいたしております。 

 それから、今、岡本さんが、やめられる子もいっぱいいるとおっしゃったんですが、実は、色

んな調査でみる限りでは、先ほどの桂本さんの報告にもありましたように、工業高校は中途退学

が少ないんですね。普通科高校、商業高校と比べると。こうした状況や満足度が高いとか、そう

いう事実は、中学校の子供たちが、あまり知らない。 

 あまり知らないんですけど、先ほどの何人かの御意見、例えば酒井さん。みんな地元の、多分、

府中工業と推定しておりますが、行くとおっしゃっておられたのは、割とこのパターンは、地方

の工業高校に多いんです。地方の工業高校というのは、割と色んな資格取得にも熱心です。これ

は、東京の工業高校の校長先生がいらっしゃるので申しわけないですけど、ジュニアマイスター

で顕彰していると、地方の方が圧倒的に数が多いです。資格取得にも熱心で、先生方も熱心でし

て。やはり地域の中の中学と高校と、あるいは企業との連携というのは、地方のほうが多分とれ

ているのではないかなと。あるいは、意識的にやっているかどうかは別にして、その連携が割と

うまくとれているような気がします。 

 府中工業の場合は、割と中高とも教員を含めた連携ができているので、おそらく今度は高校か

ら企業に行く場合でも、多分地元の企業、おそらくなじみの企業とかがあるんじゃないかなと。

そういう連携というのは、おそらくこれから重要になってくるものと思われます。 

 もう一つ最後に、中学から高校に行くときは、確かに動機はいる。しっかりしている。だけど、

例えば浜野さんのところでとったら、いや、やめちゃうのが多いと。それは何かというと、やは

り浜野さんがおっしゃったように、何のためにものづくりをするのかとか、何のために、どうい

うところに就職するかという、逆に今度は、工業高校から次に進むための勉強は、やはり工業高

校でやらなければ、心構えとかモチベーションのつけ方というのを、やらなきゃいけないのかな
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という気もいたしました。 

 それ以外にも沢山ありますが、とりあえず一回、今から５分休憩して、この時計で４５分から

再開したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

（休憩） 

●鵜飼座長 

 それでは、再開したいと思います。 

 その前にもう一つだけ、先ほど言い忘れましたが、学校説明会の件、色々出ましたよね。我々

は、工業高校でどのような学校説明会をすべきか全然知らないのですよ。それを次回までに、一

体どういうことをやっておられて、多分ユニークな試みをやっておられるところは絶対あるはず

なので、そういう状況について、ぜひチェックしていただければとは思います。 

 それでは、これから有限会社ロッキングホースの森部様と、株式会社システムシェアードの室

井様より、「産業の変化と新たな時代に必要な人材育成」についての御説明をお願いしたいと思

います。 

 森部様には、この後予定があったのにもかかわらず、キャンセルしていただいて残っていただ

きました。大変申しわけございません。よろしくお願いいたします。 

●森部氏 

 ただいま紹介にあずかりました、森部と申します。よろしくお願いします。 

 何をやっているかというのを、この２ページを見ていただきたいんですけれども、ロッキング

ホースという会社をやっているんですけれども、私は、日本一の営業顧問ということで、ベン

チャー企業と大企業をつなぐマッチングサービスをやっているという人間なんですね。というの

は、なぜやれているかというと、今の時代は時代の変化が激しいものですから、大企業、売り上

げで、私は銀行出身で、みずほ情報総研の人がさっきプレゼンしたんですけど、私もみずほで、

実は日本興業銀行出身で、ずっと営業とかをやっていたものですから、日本の、例えばキャノン

の御手洗さんとか、ＪＴの会長とか、サントリーの鳥井とか、鳥井は、私の部下だった人間なん

ですけれども、ＪＲ東の社長とか、そういう、いわゆる日本の大企業の社長を１，０００人知っ

ているんですね。１，０００人知っているということで、そういう人たちは、６０歳代の人がす

ごく多いんですね。 

 ところが、今の世の中の時代というのは、正直言うと２０代から３０代、なぜかというと、

さっきから皆さんのところでいいますＩＴ、インターネットだということで、２０代、３０代の

人がコンテンツは持っている。ただし残念ながら、それを売り込みに行く先は６０代の人なので、
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そこを誰かつなぐ人が必要だということで、たまたま私は１，０００社の社長を知っているもの

ですから、たまたま物すごくそういう人に重宝されて、１００社の顧問になっているということ

なんですね。 

 最年少の人は、何と１９歳です。１９歳から３０歳、２５歳ぐらいの人が多いということなん

ですね。１９歳の人が私に、森部さん、あなたを気に入ったというふうなことを言うわけですね。

私は今、７１歳で、５２歳下なんです。私の孫の系統なんですけど、それが平気でこういうふう

に言うわけですね。それが一つ。 

 そしてもう一つ、１００社の顧問をやっているんですけど、営業活動って全くしていないです

よ。全くしていなくて、どうやってくるかというと、今、現代の情報で、ＳＮＳってあるんです

けれども、例えば、その１９歳の人が、まあ、２５歳の社長がベンチャー同士でつるむんですよ、

意外に。つるんで、なぜかというと、ベンチャーって孤独なものだから、大企業の人と違って、

ベンチャー同士の意見交換みたいなものをやるんですけど、そのときに、飲んだときに、あんた、

売り上げを上げるんだったら、森部さんのところに顧問をやってもらうといいよということなの

で、大体、フェイスブックのメッセンジャーで来るんですよ。森部さん、一度会いたいと。それ

を、私は品定めして、エッジが立っている会社だったら顧問をやると。エッジが立っていなかっ

たらやらないということをやっているということなんですね。 

 それで１９歳とか、何で、実はここに代表著書で、「高卒採用は宝の山」という本を書いたん

ですけれども、なぜこれを書いたかというと、私はそういう専門でも何でもなくて、皆さんのほ

うが、はるかに書ける人なんだけれども、大企業の人をよく知っているのと、私の顧問先で、１

社、広告関係の人があったので、調べてくれないかということで、これを書くときに、私も興味

があったんですね。なぜ興味があったかというと、私の１００社の顧問先のうちに、高卒の人が

結構多いんです。それと、大学中退のやつが相当多いです。なぜかというと、二つの理由があっ

て、一つは、大学がおもしろくないということなんですよ。大学なんか行って、４年無駄なやつ

を潰すよりか、もう早く行きたい。なぜかというと、世界的なスティーブ・ジョブズとか、ザッ

カーバーグとか、そういうのがいるわけですからということなんですね。なものだから、それを

肌で感じて、もう高校からやっちゃうと。 

 あともう一つは、大田区の製造業の方もおられるんですけれど、製造業をやるにはお金がか

かっちゃうんですよ。土地も必要、工場、機械も必要と。ところが最近、ＩＴ・ネットだと、頭

が勝負なので、１００万円あれば十分だと、おやじからちょっと借りてできちゃうと。それが正

直言うと、今、５００億円という企業価値の会社をがんがんつくっていると。そういう連中の顧



- 34 - 

 

問をやっているということなんですね。 

 だから言ってみれば、大企業の５０代、６０代の社長と、２０代、３０代、両方を知っている

という意味で、ちょっと本来的には全然専門家でもないので、ここで講演するような感じじゃな

いんですけど、一つの一助となるみたいな、一つのインパクトといいますかね。考える題材を差

し上げたいということです。 

 それで、３ページを見ていただきたいんですけれども、現状に対しての考察で、高卒人材の採

用体制で、学校のＩＴ、ＷＥＢ分野に下記課題が存在しているんじゃないかというんですけれど

も、企業、学生、学校となっているんですけれども、学生と学校は、皆さんのほうがはるかに専

門なので、企業のことだけ言いますと、とりあえず大企業なんですけれども、大企業の人という

のは、工業高校卒業の人に対して興味はあるんだけれども、残念ながら、高校卒業のやつをとっ

ていないという会社は、相当多いですよ、実を言うと。だから、どこに、どういったら高卒の人

がとれるのかというのが、まずわからないと。工業高校は結構人気があるんですよ。一応、理科

系だからということなんですね。なものですから、やり方はわからないと、これが一つね。 

 あと、二つ目は、皆さんにも出たんだけど、自分たちは結構、大企業の人事部のやつというの

は、結構エリートの早稲田とか慶応とかね。果ては東大のやつが多いものだから、普通科からそ

ういうところに行っているので、工業高校は、４０代とか５０代の人というのは、工業高校とい

うのは普通科にも行けなかったやつなんじゃないかという、恐ろしい偏見をみんな持っていて、

皆さんもひょっとしたら、ここで工業高校卒業した人、手を挙げてくださいといったら、多分誰

もいないんじゃないかなと思うぐらいに、多分偏見があるんじゃないかなというふうに思います。 

 ここがね、そういうことなんですよ。それを人事に言うとね、やっぱり高卒でも偏見を持って

いるのに、工業高校卒なんていうと、普通科にも行けなかったやつというふうな、そういうのを

大企業の人というのは結構持っていると。とりわけ、人事。人事というのは、大企業でも偉いん

ですよ。社長の変なことまで知っていたりするものだからということなんですね。それが、すご

くあるんじゃないかというふうに思います。 

 あともう一つは、さっき疑問だなと思ったのが、生徒、保護者は満足度が高いのに、何で入学

希望者が少なくなるのか。これは、ちょっとおかしいんですよ。正直言うと。ということで、満

足度が高いというのは、アンケートをする人が間違っているんじゃないかと。対象が。もともと、

工業高校の人というのは、正直言うと、まあ、お金は持っていないという人が結構、おまえ、大

学に行けないから工業高校に行って、手に職をつけて、早く働けということなんですね。だから、

目的が明確になるのは当たり前の話なんですよ。 
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 それで、中学校のときに、親の苦労しているのを聞いているから、まあ、工業高校に行くかな

みたいなことで、ということで、当然それに基づいて指導するわけだから、満足度が高くなるの

は自明の理で、普通科のやつにアンケートをしたら、違った結果が出るんじゃないかという気が

しますという感じだと思います。 

 それからもう一つ、ギャップを感じたのは、入学希望者は少なくなっているんだけど、求人は

物すごく多いというのは、やっぱりあると思うんですよね。人材不足、人手不足だから、当然な

んだけど、やっぱり大企業は意外と少ないんじゃないかと思うんですよ。というのは何かという

と、もうイメージで、建設労働者とか工業労働者って、みんな思っているんですよ、企業サイド

も。ところが、大企業サイドは違うんだよ。大企業からどれだけニーズがあるか、大企業が知ら

ないというのもありますよ。リクルーティングの仕方を知らないというのもあるんだけど、それ

より先に、そういうことがあるんじゃないかと、イメージすると、という感じなんですね。 

 ということで、結論、次のページにいきます。 

 課題解決案ということなんですね。二つ言いたいんですけど、まず非常に重要なところなんで

すが、一番最初の取っかかりとして、ここの有識者の方って、もう相当、さっき聞いていて、す

ごい人が多いな、すばらしいなと思ったんですけれども、まずやっぱりやるべきは、工業高校の

コンセプトメイクを変更するかしないかということなんですね。今のような、工場労働者にする

という工業高校に求めているのか、それとかスティーブ・ジョブズとか、そんな感じを工業高校

の人から、ザッカーバーグとかね。出す気で、これをやるかで、結論はもう全く違ってくるん

じゃないかという感じがします。 

 だから、ここで一番最初にやるべきは、工業高校から何を出したいのか。ファイナルのディス

ティネーションというか、それをどっちに持っていきたいかということを、徹底的に洗い出す必

要があるんじゃないかという気がしますね。 

 今の案のとおり、ひょっとしたら建設労働者、大田区のすごい人たちもいるんだけれども、そ

れに引きずられるおそれもあるので、やっぱり違うと。孫正義を超えるようなやつを出す気があ

るのかどうかと、それでもう全然違ってくると思うんですね。これが一つ。 

 それから二つ目は、有識者のこの会議に、大企業の人も入れてもらいたいなという感じがする

んですよね。大企業の人も。それがちょっと必要だなと。大田区も非常に重要なんだけど、大企

業の人というのは、ある意味じゃ、高卒の人を雇っていないけど、やり方がわからないとか、実

態がわかっていないと。実態はわかっていないに決まっているんですよ。そういう意味で。皆さ

んでも、わかっていないという人がいるわけですから、という感じなんですね。それをやってい
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ただきたいということでございます。 

 そして、もしザッカーバーグを目指すとしたならば、その下を聞いてもらいたいということな

んですね。それは何かというと、工業高校に入ろうという、人気がない五つの要因があるんじゃ

ないかという感じがして、一つ目は、メジャーな企業に就職できないというイメージがあるん

じゃないかということなんですね。とりわけ、大企業に就職できない。やっぱり、何とか工務店

とか、何とか工場ということなんですね。新日鉄とか三菱商事に就職できるというイメージは、

皆さん全くたたないと思うんですけれども、そこが非常に、まあ、何ていうのか、中学生にとっ

て、高校生にとっても、イメージが悪いといいますかね。人気がなくなるということで、夢を持

てないですから、結局。これが一つ。 

 それと、あともう一つは、さっきから皆さんにも出ているんですけど、やっぱり時代に合った

学習が不足していると。ＩＴ・ネット系なんですね。ということが今の時代であって、もう、３．

０から５．０にＳｏｃｉｅｔｙがなろうとしているときに、工業高校のイメージって語ると、

やっぱり建築科とか機械科とか、旋盤工とか、そういうイメージが先行するということだし、そ

れ自体は、やっぱりそうだと思うんですよね。実態的に、そういう教育がなされていないんじゃ

ないかと。最近、ＩＴ科みたいなものが、ちょっと出てきたんだけれども、一般的にはそういう

イメージはないということがあると思います。 

 それであとは、これは上の二つ。３、４、５に書いてあるのは、企業では学歴が重視され、昇

進が遅くなるんじゃないかと。現実的に昇進は遅いんですよ、多分ね。そうすると、お金は稼げ

ない。要は、地位は、多分何とかでいうと、八王子工場に１９歳で入って６０歳まで八王子工場

にいると。新日鉄の本社には行かないというイメージが、これがすごく強いので、そうしたら４

０年間同じ工場に勤めるとなると、そんな夢も希望もできるわけがないという感じがすると、こ

れが一つですね。 

 あともう一つは、当然そうなってくると工場ですから、低賃金のイメージがくると。お金です

ね。地位がとれなくて、お金がとれないと。そして工場勤務が多いとなると、男ばかりの社会み

たいなところになったりするのと同時に、やっぱりもてないです、女の子に。ということも、こ

れも大変大きな要素で、大学に行った連中は合コン、もう、今は合コンというのかどうか知らな

いけれども、若い女の子の話をぺらぺらするというのは、私の頃はナンパ服を着て、八王子の居

酒屋で飲むと、まあ、鳥貴族ぐらいで飲むんだと思うんだけれども、そういうイメージがあると

いうことになってくると、将来の夢ね。結婚までひっくるめた。地位、結婚まで含めた。子供を

つくれそうもないなと思ったりするということも、不安になるという感じがするんじゃないかと



- 37 - 

 

思うんですね。 

 そこのところが、今、あるんじゃないかと。これが問題の提起で、じゃあそれを、どう解決す

るかということなんですけれども、要因１、２の解決案なんですけれども、もう、名前を変えよ

うじゃないかということなんですよね。工業高校という名前をかえて、もう、時代はもう、平成

から令和になっているわけだから、もう正直言うと、デジタルアカデミーとか、もう、５．０に

なったらＡＩアカデミーとか、そういうかたちで、もう抜本的に変わる。名は体をあらわす。実

態も変えないといけないんですよ。実態も変えないといけないんだけど、名前まで変えちゃうと、

Ｑ＆Ａが生まれるんですよね。 

 何で名前を変えたのかと。そこに座長が答える。いやいや、もう３．０から５．０になったん

だよと。全然違った時代になっているんだから、当然、旧態依然のやつを変えるべきなんじゃな

いかと。日本が、製造業の時代から、ＩＴ・ネット、そっちの時代、ＡＩの時代になっているん

だから、そこにフィットするようなかたちの高校というのが必要なんだと。工業高校プラスアル

ファで、名前を変えちゃうのが一番いいですね。名前を変えると、必ず聞かれますから。どうし

て名前を変えたのか。そこに、浸透していくということを、ぜひやられるといいんじゃないかな

というふうな感じがします。 

 あともう一つは、もちろん、当然ながら実態を変えなきゃいけないので、新体制の中、５．０

に見合った学科をつくると。ＡＩ科、何とか科、ＶＲ科とかですね。そういうふうなことになっ

てくると、ああと、要はＳＮＳとか、ＡＩ、ＶＲ、みんな中学校のときに、スマホで自分たちが

やっていることなんですよね。一偏に自分のものになってくるということなんですよ。 

 ところが、旋盤とかになると、中学校で旋盤なんかやっているやつがいるわけがないから、結

局なじみは遠くなってくると。何だこれ、スマホをやっているけど、この続きなのかよみたいな

かたちで、ああ、これはスマホの腕が上がるんだったら工業高校に行ったほうがいいぜというふ

うなことになるんじゃないかということで、工業高校とゲートとの距離感が、えらい近くなると

いう感じがしますということですね。それが、新体制学科をつくると。 

 あともう一つは、時代の変化が激しいので、教師、高校の先生もアップデートしないと、情報

のアップデートは困難だと思うんですよ。１年、２年で、もう変わっちゃうわけだから、正直な

ところ。そうしたら、素直に企業と連携して、企業の管理職みたいなやつを、外部講師で一週間

に１回、２回招いて話をすると、話をさせるというと、企業もうれしそうに来ますから、当然。

八王子工業高校、八王子デジタルアカデミーの講師だったら、ということになるんですね。なぜ、

実際の企業かというと、企業は生き死にをかけて、毎日、情報をアップデートしているのが企業
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なものだから、一番、先月までのやつ、今月の前半に生まれたやつの話ができるということなん

ですね。そういうビビッドな話を聞くと、高校の人も、正直言って実情の企業の話が聞けるわけ

だから、さっきの言ったように、企業に来て、全然連続性がないというので、やめちゃう人も少

なくなっちゃうかもしれないという感じがしますねということです。 

 要因３、４、５の、偉くなれない、金もうけができない、女の子にもてないと、このソリュー

ションをやるのが二つ目で、実を言うと、大卒資格を何とかうまく、企業とあれをやって締結で

きないかなということなんですね。やっぱり皆さん、何となく高卒だったら、自分の息子ができ

たときに、嫌な感じがすると思うんですよ。お父さん、どうなのといったときに、いや、私は何

とか工業高校、八王子工業高校だと、なかなか言いづらいところなので、大卒資格をどうやって

とってもらうかということで、それは正直言うと、企業とうまく連携してもらうとおもしろいん

じゃないかと思うんですね。 

 例えば、蒲田の工場へ行っても、その旋盤をやるとなると、何らかのかたちで単位をとれると。

ある程度までいったらと。単位をとるということを必ずやって、それで東京だったら都立大なん

かある関係だから、スクーリングで経済学を学ぶとか、そういうところは一般課程のところはそ

こでとって、大卒の資格をとるようにしたならば、もう完璧にその人自身が逆にエリートになっ

てくると。 

 早い話が、高校から専門課程を学んでいるような人たちになってくるんで、ドラスティックな

変化が。だから工業高校に行くやつが偉くて、普通科に行くやつがだめなやつなんだと。このぐ

らいまで変えるというかたちにしていかないと、だめなんじゃないかなというふうな感じがする

んですね。 

 だからうまく、何としても。嫌でしょう、皆さん。工業高校卒。工業高校卒が最高だといって、

ここでアンケートをとっても、誰一人、本音ではいないですよ。実は。ところが、大学卒業に行

けるぞと。例えば、三菱重工業に入りましたと。大田区のダイヤ精機さんですね。入って、ここ

で、何とかかんとかの資格がとれましたと。専門ですから。企業というのは専門職ですから。大

学も、専門職をつくるための、本来的には舞台のはずだから、そこを何らかのかたちで点数をつ

けて、何単位かをあげると。２年いたら３０単位とれますよということだったら、都立大学、こ

れで一偏に大卒資格と。 

 ソニーに行ってみる、ソニー大学に行くか、大田区大学に行くか、どっちにしようかというよ

うな感じで、これで東大に勝つようにすると。東京工業大学とか。そこまでもってくれると、そ

こで出たやつの、またスターをつくるということが非常に重要なんじゃないかと思うんですね。 
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 ということで、ぜひ、デジタルアカデミーからスティーブ・ジョブズとかね。マーク・ザッ

カーバーグとか、ああいうのが出るんだと。そして、そのときのスターが、この人なんだ、この

人なんだ、この人なんだとなったら劇的に変わって、世界がそういうふうな感じに今、なってい

るんじゃないかと思うんですよ。実を言うと中国なんか。 

 理科系じゃないと、もうだめな時代でという感じなんですね。だから、僕は中国の会社の顧問

を２社やっているんだけれども、相手にされていない。正直言って。 

 最後に、もう１点だけ申し上げたいのは、英語で授業をする科もやってもらいたいんですよ。

決定的に英語力がだめなんです。１００社の、僕、顧問をやっているけど、１社たりともこうい

う企業が出ません。なぜかというと、グローバルじゃないからですよ。アジアをマーケットにす

るぐらいじゃないとだめなんで、英語で、それで正直言って、ＩＴ系のやつって英語なんですよ、

本当を言うと。英語でやって十分いけるんですよ。一石二鳥で英語もできれば、あれもわかる、

ＩＴもわかるというのが工業高校というか、デジタルアカデミーから出たら、もう新日鉄とか三

菱重工業、三菱商事、全部。足を運んでもどうしてもやりたいと、こういうふうになるぐらいに

なるんじゃないかというふうに思います。 

 私はもう、長くなっちゃったので、これでやめますけれども、具体的には私の隣にいるやつが、

高校をめぐって物すごい知識が豊富なので、システムシェアードの室井専務なんですけれども、

そこに後で、今から引き継ぎますので、具体策を彼に言ってもらいます。以上です。 

●室井氏 

 お時間とか、大丈夫ですか。急ぎで。すみません。 

 じゃあ、なるべく早く、ちょっと手短に御説明させていただきます。 

●鵜飼座長 

 大変申しわけありませんが、もう４時を過ぎて、出なくちゃいけなくなる。申しわけないです。 

●室井氏 

 では、すみません。急ぎお話しさせていただきます。 

 我々、何をやっている会社かというところだけ、ちょっと御説明させていただきますと、現在、

ソフトウエアの開発と、ＩＴ企業向けのＩＴ研修ということで、こちらは東京で今、一番の規模

でやらせていただいています。こういう教育をやっているつながりから、実は、全国の学校に

回って、プログラミング教育の支援ということも、全社的にちょっと今、ボランティア活動とい

うことでやらせていただいています。 

 こちらの中で、非常に感じるのが、次のページをちょっと。学校と産業、教育のところで、
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やっぱり視点を合わせていかなくちゃいけないなと思うようになりまして、一つ、産業界で何が

起きているかというところなんですけど、まず、ちょっとこれ、すみません。ＰＤＦなのでファ

イルが潰れちゃっているんですけど。 

 タクシー業界というのが、もともとアメリカで、７ページなんですけどありまして、それが、

今、ＵＢＥＲという会社にとってかわって、ほとんどタクシー業界はないわけですね。ここの業

界で起きていることが、このＵＢＥＲというのは、いわゆるアプリで、タクシーも持っていなけ

れば運転手もいないと。ただ、世界で一番のタクシー会社になっていると。 

 ８ページに、大きく産業構造の比較をしてみたいと思うんですけど、ＵＢＥＲというのは、そ

もそもＩＴを前提としてビジネスができ上がっているんですね。タクシー会社というのは、これ

は既存の産業なんですけど、これは人が前提としてビジネスプロセスができ上がっているので、

ここでコストの部分で大分、差が出てくると。いわゆるタクシー業界というか、ビジネスの主体

が人であり、それを支援するのがＩＴであると。新しく出てきた、こういうＵＢＥＲであるよう

な、こういう企業たちというのは、ビジネスの主体がＩＴであり、支援するのは人であるという

ところで、既存の産業が今、なくなっていっているというのが起こっています。 

 これが、ホテル業界とか小売業界でも同じようなことが起こっていまして、１１ページを

ちょっと御覧いただきたいんですけど、今まで私、ＩＴ業界で仕事をしているので特に感じるん

ですけど、今まで様々な産業のシステムに携わってきていまして、大きくは、中央の表でいうと、

例えばタクシー会社ですと車両管理システムとか、ホテルだと宿泊予約システム、レンタルビデ

オだと在庫管理システムと、こういうように既存の産業を支えるためにＩＴを活用してきていた

んですけど、今この右側にある企業のように、そもそも産業自体が淘汰されて、例えばレンタル

ビデオとか、ほとんど今、かりる方っていらっしゃらないと思うんですけど、あとはメディアに

関しても、一番長く使われているメディアというのは、もしかしたらフェイスブックだったりす

るんじゃないかなというふうに思っています。 

 こういうふうに、徐々に産業は変わっていまして、この企業たちには、実は特徴がありまして、

これはデジタル・ディスラプターというふうに言われているんですけど、いわゆるデジタルテク

ノロジーを駆使して産業を破壊しにきていると。三つ特徴があります。まず、自前の資産を持た

ない。あるいは、持っていても非常に小さい。これは、ＵＢＥＲと同じ、さっきの事例のところ

ですね。あとは、対象とする市場は最初からグローバルです。デジタルなので、もうスマート

フォンだけあれば、どこにでも広げられるということで、実際に、例えばアメリカですごいサー

ビスが出たといったら、気づいたら、あっという間に国内にサービスが入ってきていたりとかす
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るようなことが起こります。あとは、サービスがプラットフォームです。場を提供するというの

が、比較的多いです。 

 １３ページ、お願いします。彼らの武器というのが、データとＡＩというふうにいわれていま

す。 

 １４ページ、お願いします。既存産業がここで生き残るには、やはり同じ武器で戦う必要があ

るというふうに言われていまして、それがデジタル・トランスフォーメーションというふうに言

われています。 

 １６ページなんですけど、Ｋｏｄａｋの事例なんですけど、こちらが、もともと１９９６年、

非常に大きな会社だったんですけど、２０１２年時点、この会社は、写真だったりフィルムだっ

たり、そういう関連機材を売っているんですけど、２０１２年に一度破産をしています。このと

きに登場しているのは、いわゆるインスタグラムであると。まだ企業規模は小さいんですけど、

今、時価総額推定１１兆円あるというふうに言われています。 

 ここは、物からここの、いわゆるデジタルにサービスが移った、このタイミングじゃないかな

と思っていまして、１８ページを御覧いただきたいんですけど、そこの変化を今、企業が頑張っ

てしていっているというような状況でして、トヨタさんとかは、このｅ－Ｐａｌｅｔｔｅという

車をお台場に展示してあるんですけど、非常に有名なものなんですけど、これを公開したときに、

車を売るのではなくてサービスを売っていくというふうにお話をされていました。 

 何でそういうことをおっしゃったかというと、１９ページを御覧いただきたいんですけど、い

わゆる車自体も販売台数で競争ではなくて、ＣＡＳＥということで、ＴＥＳＬＲとかＧｏｏｇｌ

ｅ、こういった企業が、例えば自動運転とかで参入してきているので、同じように、いわゆるソ

フトウエアの部分をとられてしまうと、ハードウエアをつくっている会社というのは下請になっ

てしまうわけですね。 

 例えばスマートフォンでいうと、アンドロイドとかがイメージとしては近いんですけど、アン

ドロイドのＯＳはＧｏｏｇｌｅがつくっているわけですね。なので、ＧｏｏｇｌｅがＯＳの供給

をやめた瞬間に、その事業が継続できなくなってしまうということで、ハードではなくて、やは

りこのソフトウエアの部分で車会社も勝負しなくてはいけないと。 

 ２０ページなんですけど、この物の価値というのが徐々にシフトしていまして、もともとは車

でいうと、いい車、例えばいいエンジンを積んで、ハンドル、ステアリングがよくて、グリップ

がよくてとかというところから、安全の部分とか運転の支援をするのにソフトウエアというとこ

ろが乗っかってきました。 
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 ただ、今は、先ほどのトヨタさんのところにあったように、サービスということで、例えばこ

ういう四角い箱が様々なサービスを乗せかえて顧客を乗せて、あるいはサービスを提供しに行く

というようなかたちに、どんどん変化していっているので、物からサービスに移っていくという

ふうに流れが来ていまして、そうすると、データが集まりますので、このデータから新たな価値

を生み出すということで、トヨタさんは、豊田社長は、ここでデジタル・トランスフォーメー

ションをしようとしているというふうにおっしゃっていました。 

 これが、他の産業でも全部起こっていまして、あとちょっと、数ページなんですけど、いわゆ

るクロステックというところの領域にいっていまして、２１ページの資料で、例えば一番主な業

界で進むのが、このフレック８分野というふうに言われているんですけど、Ｆｏｏｄ、Ｆｉｎａ

ｎｃｅ、Ｌｏｇｉｓｔｉｃｓ、Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ、Ｅｎｅｒｇｙ、Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ、

Ｍｅｄｉｃａｌ、Ｈｅａｌｔｈといわれているんですけど、こちらの部分が、いわゆるどんどん

各国でＩＴを前提とした事業というのを、どんどん売り出していっていまして、それが今度、横

でどんどん産業が生まれていったら、今度は縦に、他の国にどんどん来たりして、いわゆるタイ

ムマシンではないですけど、アメリカでヒットしたものが日本に来ると。日本でヒットしたもの

が、今度はアフリカに輸出するとか、そういうようなかたちで、どんどん広がりが早いスピード

で行われています。 

 ２２ページ、最後のところなんですけど、今起こっていること自体というのは、技術の変化も

そうなんですけど、大きく言えば社会の変化と捉えるべきで、２３ページの４番目の情報社会と

いうふうに今まで我々は生きてきたんですけど、ここの延長線ではなくて、２４ページ、この４

と５、情報社会と超スマート社会、ここを、やはりつなげる、ここが今のタイミングではないか

なと思います。 

 なので学校でも、やはりここをつなげる人材育成というのは非常に重要でして、２５ページを

御覧いただきたいんですけど、学校でＩＴ等の教育支援をしていると、この左側の教育の部分と

いうのが非常に多くて、いわゆる従来のＩＴ技術というところの教育に重きが置かれています。

ただ、産業がこれから戦っていくために必要だとか、右側の先端のＩＴも駆使して、やはり勝負

をしていかなくてはいけないというふうにいわれていますので、この両方をしっかりとやってい

く必要があるんじゃないかなと。 

 最後のページなんですけど、２６ページ、今までは情報社会ですと、例えば、学校だとプログ

ラミング教育というふうに言われていますけど、プログラム的思考というふうにも言われます。

そういうところで、ロジックだったり、プログラマーが必要だった能力というのも、学校でも教
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える必要があるねということだったんですけど、２７ページの部分で超スマート社会というふう

に、こっちのほうにいくと、やはりそこに合わせて、先ほども御意見にもございましたけど、

データ活用できるような人たちの育成というのも非常に重要で、ここで重要になってくる技術の

頭文字をとって、今、ＣＡＭＢＲＩＣというふうに言われているんですね。 

 ここの部分を、しっかりと見据えて学校教育を変えていくと、やはり、高校を卒業してこうい

う領域ができる方たちが会社に入ると、多分、会社の変化にもすごく貢献できると思います。会

社で、もう変わらなくちゃいけないというふうに、色んな社長さんたちはおっしゃるんですけど、

やはり、一番優秀で変化できそうな人たちは、やっぱり一番忙しいんですね。なのでやはり、入

り口から変えていくという意味では、学校の教育の部分で、これから企業が必要としている技術

を持った人材を輩出していくというのは、非常にいいんじゃないかなというふうに考えておりま

す。 

 ということで、以上でございます。ありがとうございます。 

●鵜飼座長 

 どうもありがとうございました。 

 それでは、意見交換に移りたいと思うんですが、終わりの時間は何時ですか。大分つまってき

ているので、次回から、もう少し長い時間を最初から想定しておくべきですよ。 

●坂本課長 

 はい。わかりました。 

●鵜飼座長 

 それで、とりあえず、これから順番に回してもしようがないので、御意見のある方から挙手し

て。御意見のありそうな顔をしている浜野さんあたり。 

●浜野委員 

 貴重なプレゼンテーション、どうもありがとうございました。 

 非常に納得のいくというか、それはそうだよなというお話をお二方からいただきまして、そう

なんですよね。我々もそうなんですけれども、社会がどんどん変化をしていく中で、我々が今、

提供している製品だったり、技術だったり、サービスがどのようなかたちでマッチングできるの

か、マッチングしていくのか、欲しいものを出していかないと、どんなに優秀な技術でも、どん

なに高度な部品をつくっても、それが世の中だったり社会だったり、市場に需用がなかったり、

必要性がなかったら、やっぱり、全くそれは必要のない技術を磨き続けることになってしまう。

それはもう、人材も全く同じ考え方なんであろうなというふうに思っています。 
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 本当におっしゃるとおりでありまして、どこに価値を置くのかということを、やっぱり改めて

今のお話をお伺いした中で、我々も考えなきゃいけないと思いますし、これ、工業高校だけでは

ないと思いますけれども、全ての産業、業界、業種、学校も含めてですけれども考える、何かそ

ういうような議論ができたらなというふうに思っております。 

 すみません。雑駁な話で。以上でございます。 

●鵜飼座長 

 酒井さん、何か言おうとしたでしょう。 

●酒井委員 

 いえいえ。今、自分がここで指名を受けるとは思っていなかったものですから。いわゆる中学

校と高校で、この超スマート社会に対応するために役割分担ってどうなってくるのかなというの

を考えていたんです。 

 中学校では、やはり学ぶ意欲だとか、新しい時代における変化に対応できるような基礎的なも

の、数学的な思考力などを磨くことが大切であると思います。それは別に工業高校に進学する子

だけに特化するものではないと思うんです。普通科高校を経由しようが、その力は絶対、社会に

出たときに必要なので。 

 ですけれども、それで工業高校にバトンタッチしていく訳ですが、工業高校では、それを受け

て、次の社会との接続の中で、どこまでダイナミックに変えられるんだろうかと思います。社会

の状況が変わったら、１０年後には、また大きく変える必要がでてくるんじゃないかなとも思い

ます。そうなると、工業高校って、社会の状況によって、どんどん変わっていってしまうという

ことになるので、本当にそれでつながりがつけられるのかなと、今、思っていたのです。 

 それで、意見がまとまっているわけじゃないですが、大きく変化する必要はあるのかなとも思

うのですが、どこら辺にターゲットを置いてやっていくか。不易の部分というか、大切に身につ

けさせていく必要がある基礎的な部分もあるんだろうから、その辺について、役割分担をどうし

ていくべきかと思います。中学、高校と、あと高校の中のカリキュラムの中での役割というか、

そこら辺が大切なのかなと思っていました。 

 すみません。まとまっていません。 

●鵜飼座長 

 奥村さん、ありますか。 

●奥村委員 

 さっき、諏訪社長から、サービス業出身の人の定着率が高いという話があったんですけれども、
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それから今、学ぶ意欲というキーワードが出てきましたけれども、大事なのは学ぶ意欲、それか

ら、自ら学ぶ意欲、自ら学ぶ習慣、自ら学ぶ力、これがつけば、環境、時代がどう変わっても対

応できるんだというふうに思っています。 

 それで、じゃあ、それを教育の中でどう育むかというと、カリキュラムとかコースウェアじゃ

ないんですね。私、今年度まで文科省の、中等教育とはもう全然離れた大学院の博士課程教育の

改革の関係の色んな事業の審査、評価を１０年間やってきたんですけれども、そこで、色々各大

学が工夫をしたんですけれども、結局うまくいっているのは、学生に環境を与えて、そして学生

同士が色々切磋琢磨、ディスカッションする。そこが一番効果があったんですね。カリキュラム

とか、その教育の内容、中身ではない。 

 そうするとやっぱり大事なのは、さっき言ったことと、もう一つは、これは１０年前ぐらいの

ときに大阪大学の総長をやっておられた鷲田清一先生って、臨床哲学の先生がいらっしゃいます。

僕、大好きなんですけど、鷲田先生が、非常に印象的なことをおっしゃっていました。問いかけ

る力といいますか、教育における問いかけが、小学校の低学年ぐらいで倒錯すると。問いかける

行為というのは非常に大事ですよと。子供が、これ何、なぜ、と聞くんだけれども、あるところ

から問いかける主体が教師に変わっちゃう。教師が学ぶ側に、これは何でしょうか。これの答え

は何。そこが一番問題だと思うんですね。 

 ですから、さっきの自ら学ぶ云々と、それからもう一つは、その中で、工業高校の改革の中で

は、ぜひ生徒がみずから問いかける、そういう習慣が身につくような中身をつくっていっていた

だきたいなと。そうじゃないと、決してザッカーバーグもスティーブ・ジョブズも生まれないと

いうふうに思います。 

 そういう中で構想力が育まれれば、育むことができれば、そういう新しい大きなコンセプトを

もって、ＵＢＥＲもそうですし、そういうビジネスが日本から生まれてくるんだなというふうに

思っています。 

●鵜飼座長 

 ありがとうございます。 

 では、永井さん。 

●永井委員 

 永井でございます。ありがとうございます。 

 とても刺激的なプレゼンテーションをうかがいました。特に森部様のお話は、非常に私を刺激

した、と思っております。 
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 特に、課題解決案のところの要因の１と２の解決のところで、工業高校の名前を変更したらい

かがですかというお話がありました。森部様は、そのときに、こう言われました。「実態の変更

も極めて大事です」。つまり、名称を変更するというときには、その名称にあった実態が伴わな

ければいけないということで理解をいたしました。 

 したがって、工業高校の名称をこれからどうするかという問題はとても大きな問題だと思うん

ですが、そのときに言われた２番目、私は非常に重要だと考えていますが今、工業高校で行われ

ている教育の内容というものを、その森部様のお言葉でいえば、実態を変えるという、その方向

性というのを慎重に、丁寧に議論していかなければいけないのだろうというふうに思いました。 

 私ごとで申しわけないんですが、平成の初め頃、私は教育庁指導部高等学校教育指導課で仕事

をする機会がございました。当時、都立高校と私立高校との関係でスクールアイデンティティと

いうことが、課題として取り上げられました。私も、森部様のお話を伺っていて、そのことにつ

いて調べたことを思い出していました。 

 各学校を個性化・特色化するスクールアイデンティティには三つあって、マインド・アイデン

ティティ、ビジュアル・アイデンティティ、ビヘイビア・アイデンティティです。 

 マインド・アイデンティティというのは、学校の教育理念の個性化・特色化をいいます。まさ

に、森部様が発言されたように、コンセプトメイクをどのように変更するのかという課題意識の

部分です。うちの工業高校を出たら、こんな力が身に付く。こんな人材を、うちの工業高校は育

てようとしています、というこの部分がマインド・アイデンティティになると思います。ですか

ら、各工業高校がそれぞれの工業高校独自に、教育の理念、学校の教育目標、生徒像を明確化し

ていく必要があります。 

 そのときに、冒頭のところで話をしましたが、それぞれの工業高校の系の学びの内容の中に、

変化の激しい時代だけれども、そこで身に付けることが求められている力や取り上げるキーワー

ドが、ほとんど全て含まれていると考えています。電気系でいけばシステムの問題がありますし、

それからデザインの問題も書かれています。化学系についても、環境という問題が明確に書かれ

ています。建設系では都市というキーワードが含まれています。まさに東京都という、この巨大

な都市をデザインする、変えるというようなコンセプトを持っていらっしゃるというふうに思っ

ています。 

 それぞれ今、工業高校が持っているそういう貴重な学習内容や学習の方向性を、整理整頓して

発信していくことが大事だと思います。もちろん名称を変えるということは非常に大事なことで

すが、同時並行でこのことをしていかなければならないだろうと思ったところです。 
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 それから、ビジュアル・アイデンティティといえば、校舎が一番最初に思い浮かびます。 で

すから、工業高校の施設設備というものも含めて、外に訴えるような、そういうものを更新した

り、３Ｄのプリンターなどの新しいものを取り入れることが書かれていますけれど、そんなこと

が必要なのかなというふうに思っています。 

 最近の新聞報道で、文部科学省が高専の学習内容を改善するということで、同じようなコンセ

プトを打ち出した、と知りましたが、同じ方向かなというふうに思ったところです。 

 あと、ビヘイビア・アイデンティティですね。行動的なアイデンティティといえば、いわゆる

カリキュラムという話になると思います。マインドの問題をいかに実現させるか、という視点で

カリキュラムを考えることは大変重要です。その際、工業高校の場合は専門性について先ほど

言ったキーワード、時代に即した、もう既に現在行われている工業高校の教育の中にも、時代に

反映したキーワードが含まれているわけですから、そういうものを大事に整理整頓し直していく

ことが求められていくと思います。何か新しいものに取り組んでいこうとすると先生方の多忙感

や負担感が高まっていきます。しかし、実は現在行っている学習内容を整理整頓することによっ

て、時代の変化にマッチングするような指導が、工業高校ではできる可能性がたくさんあるわけ

です。そこのところを、教育課程の改善であるとか、専門性の深化だとか資格の取得だとか、そ

ういうものと結びつけていくといいのかなというふうなことを感じました。 

 ですから、結論的に言えば、森部様がプレゼンされた要因１と２の解決案のところの、名称の

ところに絡めて、それと同時に、それ以上に、工業高校の今の学習内容について、もう一度丁寧

に洗い直して、時代にあったものに変えていく。その変えることを、まさに森部様が言われたよ

うに、外に発信するときに、従来のままのパッケージではなくて、外身を、私が言うところのビ

ジュアルな部分のアイデンティティということで、それぞれの学校に即した、学習内容に即した

名前というんでしょうか、パッケージを変えていくというようなことが大切だということを、今、

伺っていて考えたところです。以上です。 

●森部氏 

 ちょっと私も言わせてください。 

●鵜飼座長 

 坂本さん、終わりはいつまでですか。何か、決めないでやっているのは。 

●坂本課長 

 では、４５分で。 

●鵜飼座長 
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 ４５分。はい。 

●森部氏 

 いやいや、今、いいですか。私もちょっと言わせてもらって。 

 すごく私、それ大好きなんですよ。要は何かというとね、学校ごとにアイデンティティを持た

せてもらうと、おもしろいと思いますよ。みんな何とか工業高校で、機械科何とかがあるとか

じゃなくて、俺のところはＩＴの学校だと。ＩＴのプロが、逆に、全員おまえらをＩＴのプロに

するとか。ＩＴスクールでもいいですしということだと思うんですね。 

 みんな同じにしなくても、一つ一つの、さっきの自発性が云々という話があったじゃないです

か。高校の校長自体、教師自体が自発性をもって、俺のところは、もうＩＴでいくと。教員が全

員、ＩＴのプロがいると。こっちの学校は、もう全然違っていて、芸術のプロがいると。自分の

ところで、そんな工夫もおもしろいんじゃないかと思うんですね。 

 私が工業高校をつくるんだったら、１年生は英語でしかやらないと。英語の教育。２年目から

は、２年目で専門教育をやるんだけど、専門教育を英語でやると。そうしたら、うちの息子とか

娘は絶対入れたいと、多分そういうふうになるんじゃないかなと。そういうふうなことを、ぜひ

やってもらいたい。 

 実は、北尾さんというＳＢＩグループのオーナーがいるんですけど、彼が僕に言ったのは何か

というと、森部さん、僕はね、経団連のやつは大嫌いだと言うんです。経団連のトップというの

は。なぜ嫌いですかといったら、経団連のトップというのは工夫しないと。新しいことに対して

耳をそむけると。要は新しいものを入れないと。これは、もうコインチェックじゃないけど、あ

れもわかるというふうなかたちなんですね。 

 だから、新しいことが入らないから、昔話しかできない。だから、同じ話の、昔話の自慢話し

かできないと。だから、俺は常に新しいものに対しては、絶対聞くというふうな感じなんですね。 

 だから、すごくそういうふうなかたちで、僕もすごくいいなと思って。そういうふうな個性、

個性、１個１個の高校が個性を持ってくれると、めちゃくちゃいいんじゃないかなという感じが

しないでもないですね。 

 すみません。途中で挟んですみません。 

●鵜飼座長 

 どうもありがとうございます。 

 時間が、もう、あまりありませんので、最後に少しだけ言わせていただきたいと思います。 

 一つは、最初に、ジュニアマイスター制度があって、その選考委員をずっと務めている話を申
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し上げましたが、毎年何千人もこの称号をとっています。ゴールドとシルバーとブロンズ。色々

な資格をとって、それを点数化しています。資格は、多様なものがあり、例えばトップクラスの

子供たちが、どういうところで点数をとっているかを見ますと、公害防止管理者（ダイオキシ

ン）、これは３０点とれまして、一番高い点数です。そうした子もいれば、同時に、電気主任技

術者、これも３０点です。でもその子が、例えば一方でＩＴパスポート２０点、さらに高い応用

情報技術者試験では３０点とっていますね。機械の子でも、ＩＴパスポートをとっている子もい

ますし、こうした多様な適性を持った子が、実は工業高校に来ているのではないかなと。トップ

クラスの子を見ていくと、そういう気がいたします。 

 なぜ、こんなことを申し上げるかというと、先ほどの森部さんのお話にもあったように、簡単

にまとめると、工業高校生は、どういう生き方をしてほしいのかということを、我々が問われて

いるのだと思うんです。それに基づいて、先ほどの名称変更の話も、あるいは、学科はどのよう

な学科を用意するか等も考えなければいけないと思います。 

 どういう生き方をしてほしいかというときに、どちらかというと理系、今、求められている人

材とは理系であることは、もう間違いない。そういう理系的な感性を持った子が、実は工業高校

に結構来る。現状でも来るというところから出発するという意味で、このような考え方が必要か

と、僕は思います。 

 もう一つ、名称変更の話が出たので、僕は、どちらにすべきか、まだ何とも言えないと思って

いますが、実は、先ほどから出ている六郷工科高校、これは三つの工業高校を統合して、新しい

デュアルシステム科を設置するなど、新しい試みを当時色々としまして、これは様々なメディア

でも取り上げられました。 

 また、たぶん一番成功したかと思うのは、小金井工業高校ですよね。これは、多摩科学技術高

校という学校を新設し、中を色々変えていって、当然この場合、予算措置がキチンととれている

というのが大前提ですが、機器の整備、それから教える先生の整備、そしてここは多分受験生が

増えた。受験生が増えればいいかというのも、また、もう一つ難しいところですが、ここは増え

ています。 

 逆に、それほど効果がなかったところも幾つもあります。先ほど、英語に特化してという話が

ありましたが、実は、それに似通った前例を耳にしたことがありまして、私の記憶が間違ってい

たら、後で校長先生方に訂正してほしいのですが、世田谷工業高校が改編され総合工科高校が設

置される当時の校長先生が、工業高校の中身を変えるときに、全て英語に特化した授業にしたら

どうかと当初、案を上げられたような。これは確認していない情報ではありますが、校長先生の
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中には、そうした革新的な考え方を持っている方もいらっしゃると、僕は思います。 

 そういう意味では、地域によって、その地域にある企業も違うし、あるいは保護者の方々の属

性も違いますし、先ほど地方と違うということを言いましたけれども、様々な高校があるので、

やはり、工業高校それぞれの特性を生かしたかたちで考えていくことが、学科を設けるにしても、

一律に全て同じにするということはやめたほうがいいかなと思います。 

 そういう意味では、今日の最後の皆さんのお話と一致するところなのではないかと思います。 

 ちょっと雑駁ですが、４５分になってしまいましたので、皆さん、この後の予定が詰まってい

る方たちばかりだと思いますので、一応、ここで閉めたいと思います。 

 森部さん、室井さん、本当にお忙しい中を、予定変更までしていただき、ありがとうございま

した。 

●坂本課長 

 それでは、皆様、ありがとうございました。 

 次回、第２回の会議は、来年２月上旬から中旬に開催を予定しております。委員の皆様には、

別途、御連絡させていただければと存じます。 

 本日は、本当に長時間ありがとうございました。 

 

 

 

 


